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国際刑法における正犯と上官責任の適用上の関係について

国
際
刑
法
に
お
け
る
正
犯
と
上
官
責
任
の
適
用
上
の
関
係
に 

　

つ
い
て

─
─
二
〇
一
六
年
三
月
二
一
日
の
国
際
刑
事
裁
判
所
第
一
審
裁
判
部
第
三
法
廷
ベ
ン
バ
事
件
判
決
を
契
機

と
し
て
─
─

後　
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啓　
　

介
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概
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㈠　

事
実
の
概
要

　

㈡　

裁
判
の
経
緯

　
　

１　

予
審
段
階

　
　

２　

第
一
審
段
階
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犯
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官
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二
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つ
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下
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よ
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ベ
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バ
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件
の
関
与
形
式
は
共
同
正
犯
で
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な
く
上
官
責
任
で

あ
っ
た
の
か

　

㈠　

三
〇
条
が
関
与
形
式
の
適
用
に
及
ぼ
し
た
重
大
な
影
響

　

㈡　

本
件
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予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
の
検
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て
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正
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と
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の
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関
係
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か
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諸
種
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ド
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ホ
ッ
ク
法
廷
の
判
例

　

㈡　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
立
場

　
　

１　

ル
バ
ン
ガ
事
件
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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
二
一
日
の
国
際
刑
事
裁
判
所
（International Crim

inal Court: ICC

）
第
一
審
裁
判
部
第
三
法
廷
に

お
け
る
─
─
ル
バ
ン
ガ
事
件（（
（

お
よ
び
カ
タ
ン
ガ
事
件
に
引
き
続
く
三
件
目
の
有
罪
判
決
で
あ
っ
た
─
─
ベ
ン
バ
事
件
判
決（（
（

を
素
材
に

し
て
、
正
犯
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程（

（
（

二
五
条
三
項
⒜
）
と
い
わ
ゆ
る
上
官
責
任
（
二
八
条
⒜
・
⒝
）
が
同
時
に
適
用
さ
れ
う
る
場
合
に
そ
の
適

用
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
こ

の
両
者
に
は
優
劣
関
係
が
あ
っ
て
一
方
が
他
方
を
排
除
す
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
又
は
そ
の
よ
う
な
関
係
に
は
な
く
同
時
に
適
用
す

る
こ
と
も
で
き
る
並
列
関
係
に
あ
る
の
か（（
（

に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
る
。

　

ベ
ン
バ
事
件
で
は
、
当
初
、
二
㈡
１
で
言
及
す
る
よ
う
に
、
同
一
の
犯
罪
事
象
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
検
察
局
に
よ
っ
て
共
同
正

犯
と
上
官
責
任
の
両
者
で
起
訴
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
適
用
が
同
時
に
問
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
結
局
、
予
審
段
階
で
前
者
の
適

用
は
否
定
さ
れ
、
第
一
審
段
階
で
は
後
者
の
み
に
基
づ
い
て
有
罪
と
さ
れ
て
い
る
。

　

三
㈠
で
も
素
描
す
る
よ
う
に
、
ル
バ
ン
ガ
事
件
以
来
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
、
少
な
く
と
も
二
五
条
三
項
⒜
か
ら
⒟
の
関
与
形
式
は
、

単
純
な
用
語
上
の
区
別
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
正
犯
（
二
五
条
三
項
⒜
）
と
共
犯
（
同
⒝
か
ら
⒟
）
の
区
別
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
正
犯
に
対
し
て
は
、
共
犯
よ
り
も
重
い
非
難
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
両
者
の
間
に
は
上
下
関

　
　

２　

ベ
ン
バ
事
件

　
　

３　

小
括

　

㈢　

検
討

　
　

１　

条
文
上
の
論
拠

　
　

２　

行
為
支
配

　
　

３　

客
観
的
要
素

　
　

４　

主
観
的
要
素

　
　

５　

小
括

八　

量
刑
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か

九　

む
す
び
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係
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
、
こ
の
よ
う
な
正
犯
と
共
犯
の
区
別
が
、
二
五
条
三
項
に
お
け
る
各
関
与
形

式
の
不
法
の
内
容
や
量
刑
に
差
異
を
も
た
ら
す
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
ど
の

関
与
形
式
に
基
づ
い
て
犯
罪
行
為
が
帰
責
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
二
五
条
三
項
内
部
に
お
け
る
優
劣
関
係
の
問
題
と
は
対
照
的
に
、
正
犯
・
共
犯
（
二
五
条
三
項
）
と
上
官

責
任
（
二
八
条
）
と
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
で
は
現
在
ま
で
ほ
と
ん
ど
議
論
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
、
五

で
も
言
及
す
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
、
上
官
責
任
も
関
与
形
式
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
二
五
条
三
項
の

関
与
形
式
と
二
八
条
の
関
与
形
式
が
同
時
に
問
題
と
な
る
場
合
、
い
ず
れ
の
帰
責
形
態
が
優
先
的
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
れ
が
不
法
の
内
容
や
実
際
に
言
い
渡
さ
れ
る
量
刑
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
重
要
な

問
題
と
な
り
う
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
今
般
の
ベ
ン
バ
事
件
で
は
、
共
同
正
犯
を
否
定
し
て
上
官
責
任
に
基
づ
い
て
有
罪
と
す
る
と

い
う
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
本
稿
が
、
本
件
を
素
材
に
、
正
犯
と
上
官
責
任
と
を
対
比
し
な
が
ら
若
干
の
考
察
を
加
え

る
こ
と
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
両
者
の
適
用
上
の
優
劣
関
係
、
お
よ
び
、
そ
れ
が
量
刑
に
及
ぼ
す
影
響

な
ど
に
関
す
る
問
題
に
一
石
を
投
じ
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
本
稿
で
は
、
正
犯
が
上
官
責
任
よ
り
も
重
い
非
難
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
帰
責
形
態
で
あ

る
た
め
、
本
件
の
よ
う
に
両
者
の
適
用
が
同
時
に
問
題
と
な
る
場
合
、
正
犯
が
優
先
的
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
正
犯
が
適

用
さ
れ
え
な
い
場
合
に
は
じ
め
て
上
官
責
任
の
適
用
可
能
性
が
生
ず
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら
が
不
法
の
内
容
や
実
際
の
量
刑
に
も

重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　

検
討
に
際
し
、
本
稿
で
は
、
よ
り
比
較
の
対
象
を
明
確
に
す
る
た
め
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
正
犯
・
共
犯
（
二
五
条
三
項

⒜
か
ら
⒟
）
と
上
官
責
任
（
二
八
条
⒜
・
⒝
）
の
す
べ
て
の
帰
責
形
態
と
を
網
羅
的
に
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
正
犯

（
二
五
条
三
項
⒜
）
と
指
揮
官
の
責
任
（
二
八
条
⒜
）
の
比
較
に
と
ど
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
点
、
二
五
条
三
項
⒜
の
内
部
も
、
さ
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ら
に
直
接
正
犯
、
共
同
正
犯
お
よ
び
間
接
正
犯
に
分
類
し
う
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
間
に
も
優
越
関
係
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
も

議
論
の
余
地
が
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
実
務
上
は
「
二
五
条
三
項
⒜
に
規
定
さ
れ
て
い
る
諸
類
型

の
内
部
で
は
い
か
な
る
上
下
関
係
も
示
唆
す
る
も
の
は
な
い（（
（

」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
結
論
の
当
否
は
ひ
と
ま
ず
脇

に
置
い
て
、
差
し
当
た
り
二
五
条
三
項
⒜
の
内
部
に
い
う
三
つ
の
正
犯
は
す
べ
て
同
等
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
ま
た
、

同
様
に
、
上
官
責
任
も
、
二
八
条
⒜
と
⒝
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
指
揮
官
の
責
任
」
と
「
文
民
の
上
官
の
責
任
」
と
に
明
文
上
分
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
両
者
に
も
優
劣
関
係
を
論
じ
る
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
本
稿
で
は
立
ち
入
っ
て
論
ず

る
こ
と
は
せ
ず
に
、
結
局
は
一
つ
の
上
官
責
任
で
あ
る
と
い
う
理
解
（
ゆ
え
に
、
少
な
く
と
も
同
等
の
関
係
に
あ
る
と
の
仮
定（

（
（

）
を
前

提
に
議
論
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
、
検
討
の
基
礎
と
す
る
た
め
、
二
で
共
同
正
犯
（
二
五
条
⒜
二
類
）
と
上
官
責
任
（
二
八
条
）
が
同
時
に
訴
状
に

記
載
さ
れ
た
ベ
ン
バ
事
件
の
概
略
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
次
に
、
三
で
両
者
の
比
較
の
た
め
、
共
同
正
犯
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
検

討
を
加
え
る
。
そ
の
後
、
説
明
の
便
宜
上
、
四
で
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
け
る
主
観
的
要
素
に
関
す
る
一
般
規
定
（
三
〇
条
）
を
概
観
す

る
。
そ
し
て
、
五
で
上
官
責
任
の
成
立
要
件
を
適
宜
素
描
す
る
。
そ
の
後
、
六
で
こ
の
両
者
の
比
較
に
基
づ
い
て
、
な
ぜ
ベ
ン
バ
事

件
の
関
与
形
式
は
共
同
正
犯
で
は
な
く
、
上
官
責
任
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
さ
ら
に
、
以
上
の
よ
う
な
検
討
に

基
づ
い
て
、
七
で
両
者
の
適
用
上
の
優
劣
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
ま
た
、
八
で
こ
の
両
者
の
質
的
な
差
異
が
量
刑
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
も
若
干
の
言
及
を
行
う
。
最
後
に
、
九
で
本
稿
の
議
論
を
総
括
し
、
今
後
の
展
望
を
述
べ
る
。

二　

ベ
ン
バ
事
件
の
概
略

㈠　

事
実
の
概
要
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ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
ベ
ン
バ
・
ゴ
ン
ボ
（Jean-Pierre Bem

ba G
om

bo

）
は
、
一
九
六
二
年
一
一
月
四
日
に
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

国
（the D

em
ocratic Republic of the Congo: D

RC

）
に
て
生
ま
れ（（
（

、「
コ
ン
ゴ
解
放
運
動
」（the M

ouvem
ent de libération du 

Congo: M
LC

）
の
議
長
（President

）
で
あ
り
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
軍
事
組
織
と
し
て
約
二
万
人
の
兵
士
が
所
属
す
る
─
─
た
だ
し
、
政
府

軍
で
は
な
い
（
非
正
規
軍
で
あ
る（

（
（

）
─
─
「
コ
ン
ゴ
解
放
軍
」（the A

rm
ée de libération du Congo: A

LC

）
の
最
高
司
令
官
・
少

将
（D

ivisional General

）
で
あ
っ
た（（
（

。

　

本
件
の
第
一
審
裁
判
部
第
三
法
廷
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
事
実
は
、
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る（（（
（

。

　

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
六
日
な
い
し
同
日
頃
か
ら
二
〇
〇
三
年
三
月
一
五
日
ま
で
の
期
間
、
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
（the 

Central A
frican Republic: CA

R
）
の
領
域
で（（（
（

、
か
つ
、
国
際
的
な
性
質
を
有
し
な
い
武
力
紛
争
の
枠
内
で（（（
（

、
ベ
ン
バ
の
部
下
で
あ

る
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
兵
士
ら
（
氏
名
・
人
数
不
詳
）
が
、
殺
人
、
強
姦
お
よ
び
略
奪
を
行
っ
た（（（
（

。

　

当
該
犯
行
期
間
中
、
ベ
ン
バ
は
、
も
っ
ぱ
ら
犯
行
現
場
（
Ｃ
Ａ
Ｒ
）
か
ら
は
地
理
的
に
離
れ
た
場
所
（
Ｄ
Ｒ
Ｃ
）
に
所
在
し
て
い

た
（
（（
（

。
し
か
し
、
ベ
ン
バ
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
議
長
か
つ
Ａ
Ｌ
Ｃ
の
最
高
司
令
官
と
し
て
、
任
命
権
、
昇
進
権
、
解
雇
権
な
ど
の
権
限
を
有

し
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
財
源
を
管
理
し
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
参
謀
か
ら
作
戦
お
よ
び
戦
術
に
関
す
る
助
言
を
受
け
、
作
戦
上
の
命
令
を
発
し
て
い
た（（（
（

。

ま
た
、
ベ
ン
バ
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
構
成
員
に
対
す
る
懲
戒
権
（
捜
査
を
開
始
し
、
か
つ
、
軍
法
会
議
を
設
置
す
る
権
限
を
含
む
）
を
有
し
、

か
つ
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
に
軍
団
を
派
遣
・
撤
退
さ
せ
る
能
力
を
有
し
て
い
た（（（
（

。
さ
ら
に
、
ベ
ン
バ
は
、
実
効
的
な
報
告
制
度
を
利
用
し
て
、

犯
行
期
間
中
も
、
現
場
指
揮
官
と
連
絡
を
と
る
た
め
の
通
信
手
段
を
持
っ
て
お
り（（（
（

、
部
隊
が
完
全
に
撤
退
す
る
少
な
く
と
も
三
カ
月

前
に
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
に
よ
っ
て
殺
人
、
強
姦
お
よ
び
略
奪
が
行
わ
れ
て
い
た
と
の
情
報
を
各
部
署
か
ら
得
て
い
た（（（
（

。
ま
た
、
犯
行
期
間
全

体
を
通
じ
て
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
に
よ
り
当
該
犯
罪
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
報
じ
る
メ
デ
ィ
ア
が
多
数
存
在
し
、
ベ
ン
バ
が
こ
れ
ら
の
報
道

に
接
す
る
こ
と
は
極
め
て
容
易
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

そ
の
結
果
、
本
件
の
第
一
審
裁
判
部
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
ⅰ
Ｃ
Ａ
Ｒ
内
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
軍
団
が
国
際
人
道
法
の
諸
原
則
に
つ
い
て
適
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切
に
訓
練
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
の
Ｃ
Ａ
Ｒ
で
の
作
戦
の
期
間
中
に
適
切
に
監
督
さ
れ
る
こ
と
を

確
保
す
る
こ
と
、
ⅱ
犯
罪
の
実
行
に
つ
い
て
真
に
か
つ
完
全
な
捜
査
を
開
始
し
、
お
よ
び
、
犯
罪
を
行
っ
た
と
の
嫌
疑
の
あ
る
い
か

な
る
兵
士
を
も
適
切
に
裁
判
し
、
か
つ
、
処
罰
す
る
こ
と
、
ⅲ
犯
罪
の
実
行
を
防
止
す
る
た
め
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
に
い
る
軍
団
の
指
揮
官
に
、

追
加
的
か
つ
明
確
な
命
令
を
発
す
る
こ
と
、
ⅳ
例
え
ば
、
文
民
に
対
す
る
住
民
と
の
接
触
を
減
ら
す
た
め
、
軍
団
の
配
置
を
変
更
す

る
こ
と
、
ⅴ
Ｃ
Ａ
Ｒ
で
の
犯
罪
を
行
い
若
し
く
は
黙
認
し
た
と
認
定
さ
れ
て
い
る
将
校
お
よ
び
兵
士
を
解
職
（rem

oved

）
し
、
配

置
換
え
（replaced
）
し
、
若
し
く
は
解
雇
（dism

issed

）
す
る
こ
と
、
お
よ
び
／
又
は
、
ⅵ
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
当
局
若
し
く
は
そ
の
他
の

部
署
と
関
連
す
る
重
要
な
情
報
を
共
有
し
、
か
つ
、
犯
罪
の
嫌
疑
を
捜
査
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
ま
ず
当
該
部
署
を
支

援
す
る
こ
と
が
、
ベ
ン
バ
に
は
可
能
で
あ
っ
た
と
認
定
さ
れ
た（（（
（

。

　

し
か
し
、
第
一
審
裁
判
部
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
ⅰ
に
つ
い
て
、
幾
人
か
の
兵
士
が
訓
練
を
ま
っ
た
く
受
け
て
お
ら
ず
若

し
く
は
最
低
限
し
か
受
け
て
い
な
い
な
ど
の
訓
練
不
足
が
あ
っ
た
り
、
訓
練
中
に
使
用
さ
れ
て
い
た
兵
士
の
「
行
動
規
範
」（the 

Code of Conduct

）
に
略
奪
の
禁
止
が
含
ま
れ
て
い
な
い
な
ど
の
不
備
が
あ
っ
た
り（（（
（

し
た
が
、
ベ
ン
バ
は
、
そ
れ
ら
を
改
善
す
る
た

め
の
い
か
な
る
措
置
も
と
ら
な
か
っ
た（（（
（

。
ま
た
、
ⅱ
か
ら
ⅵ
に
つ
い
て
は
、
ベ
ン
バ
は
、
文
民
た
る
住
民
を
虐
待
し
な
い
よ
う
に
自

己
の
軍
団
に
対
し
て
一
般
的
な
警
告
を
発
し
た
り（（（
（

、
若
干
の
捜
査
部
署
を
設
置
し
た
り
、
安
価
な
物
品
の
略
奪
と
い
う
訴
因
に
基
づ

い
て
わ
ず
か
七
人
の
下
級
兵
士
を
裁
判
に
か
け
た
り（（（
（

し
た
に
す
ぎ
ず
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
兵
士
に
帰
責
さ
れ
る
殺
人
、
強
姦
な
ど
に
つ
い
て

は
、
ベ
ン
バ
が
特
に
何
ら
か
の
制
裁
的
な
手
段
を
講
じ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
と
認
定
さ
れ
た（（（
（

。
さ
ら
に
ⅲ
か
ら
ⅴ
に
つ
い
て
、
二
〇

〇
二
年
一
一
月
に
は
、
ベ
ン
バ
は
、
自
己
の
部
下
ら
を
Ｃ
Ａ
Ｒ
か
ら
撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
、
か
つ
、
実
際
に
当
該
能
力
を
有

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
二
〇
〇
三
年
三
月
に
至
る
ま
で
撤
退
さ
せ
ず
、
最
終
的
な
撤
退
の
動
機
も
も
っ
ぱ
ら
政
治

的
な
思
惑
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
認
定
さ
れ
た（（（
（

。
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㈡　

裁
判
の
経
緯

　

１　

予
審
段
階

　

当
初
、
検
察
局
は
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
以
下
の
八
つ
の
犯
罪
事
実
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
ベ
ン
バ
を
上
官
責
任
（
二
八

条
）
で
は
な
く
、
共
同
正
犯
（
二
五
条
三
項
⒜
二
類
）
と
し
て
訴
追
し
て
い
た（（（
（

。

　
　

①
「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
と
し
て
の
「
殺
人
」（
七
条
一
項
⒜
・
訴
因
七
）

　
　

②
「
戦
争
犯
罪
」
と
し
て
の
「
殺
人
」（
八
条
二
項
⒞
ⅰ
・
訴
因
六
）

　
　

③
「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
と
し
て
の
「
強
姦
」（
七
条
一
項
⒢
・
訴
因
一
）

　
　

④
「
戦
争
犯
罪
」
と
し
て
の
「
強
姦
」（
八
条
二
項
⒠
ⅵ
・
訴
因
二
）

　
　

⑤
「
戦
争
犯
罪
」
と
し
て
の
「
略
奪
」（
八
条
二
項
⒠
ⅴ
・
訴
因
八
）

　
　

⑥
「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
と
し
て
の
「
拷
問
」（
七
条
一
項
⒡
・
訴
因
三
）

　
　

⑦
「
戦
争
犯
罪
」
と
し
て
の
「
拷
問
」（
八
条
二
項
⒞
ⅰ
・
訴
因
四
）

　
　

⑧
「
戦
争
犯
罪
」
と
し
て
の
「
個
人
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
こ
と
」（
八
条
二
項
⒞
ⅱ
・
訴
因
五
）

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
九
年
三
月
三
日
の
六
一
条
七
項
⒞
ⅱ
に
基
づ
く
審
理
の
延
期
決
定
で
、
予
審
裁
判
部
第
三
法
廷
は
、
ベ
ン
バ

の
関
与
形
式
が
上
官
責
任
（
二
八
条
）
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
示
唆
し
た（（（
（

。
こ
の
結
果
、
検
察
局
に
よ
っ
て
訴
因
に
軍
の
指
揮
官

責
任
（
二
八
条
⒜
）
お
よ
び
文
民
の
上
官
責
任
（
同
⒝
）
が
新
た
に
追
加
さ
れ（（（
（

、
結
局
、
本
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
に
よ
る

「
犯
罪
事
実
確
認
決
定
」（
六
一
条
七
項
）
に
お
い
て
、
ベ
ン
バ
に
適
用
さ
れ
る
の
は
、
共
同
正
犯
な
の
か
、
上
官
責
任
な
の
か
が
争

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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二
〇
〇
九
年
六
月
一
五
日
、
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
は
、
犯
罪
事
実
確
認
決
定
に
お
い
て
ベ
ン
バ
事
件
の
前
記
の
八
つ
の
訴
因
と

帰
責
形
態
と
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
に
決
定
し
た
。

　

ま
ず
、「
十
分
な
証
拠
が
存
在
し
な
い
」
と
し
て
「
確
認
を
拒
否
」（
六
一
条
七
項
⒝
）
し
た
の
は
、
次
の
三
つ
の
帰
責
形
態
お
よ

び
前
記
⑥
か
ら
⑧
ま
で
の
三
つ
の
犯
罪
事
実
で
あ
る
。

　
　

⃝　

前
記
①
か
ら
⑧
ま
で
の
八
つ
の
訴
因
す
べ
て
に
つ
い
て
の
共
同
正
犯
（
二
五
条
三
項
⒜
二
類
）

　
　

⃝　

前
記
①
か
ら
⑧
ま
で
の
八
つ
の
訴
因
す
べ
て
に
つ
い
て
の
文
民
の
上
官
責
任
（
二
八
条
⒝
）

　
　

⃝　

前
記
⑥
か
ら
⑧
ま
で
の
三
つ
の
訴
因
に
つ
い
て
の
軍
の
指
揮
官
責
任
（
二
八
条
⒜
）

そ
の
結
果
、
同
法
廷
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
第
一
審
裁
判
部
に
送
致
し
な
か
っ
た
。

　

他
方
で
、「
十
分
な
証
拠
が
存
在
す
る
」
と
し
て
「
確
認
」（
六
一
条
七
項
⒜
）
さ
れ
た
の
は
、
次
の
一
つ
の
帰
責
形
態
お
よ
び
前

記
①
か
ら
⑤
ま
で
の
五
つ
の
犯
罪
事
実
で
あ
る
。

　　
　

⃝　

前
記
①
か
ら
⑤
ま
で
の
五
つ
の
訴
因
に
つ
い
て
の
軍
の
指
揮
官
責
任
（
二
八
条
⒜
）

　

結
局
、
同
法
廷
は
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
六
日
頃
か
ら
二
〇
〇
三
年
三
月
一
五
日
ま
で
に
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
領
域
内
で
ベ
ン
バ
の
部
下

で
あ
る
軍
隊
が
行
っ
た
前
記
①
か
ら
⑤
の
五
つ
の
犯
罪
事
実
に
つ
い
て
、
ベ
ン
バ
が
軍
の
指
揮
官
責
任
に
基
づ
い
て
関
与
し
た
こ
と

を
確
認
し
、
公
判
の
た
め
に
こ
れ
ら
を
第
一
審
裁
判
部
に
送
致
し
た
。
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２　

第
一
審
段
階

　

二
〇
一
六
年
三
月
二
一
日
、
第
一
審
裁
判
部
第
三
法
廷
は
、
原
審
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
次
の
犯
罪
事
実
に
つ
い
て
「
合
理
的
な

疑
い
を
超
え
て
」
ベ
ン
バ
を
「
有
罪
」
と
「
決
定
」
し
た
（
六
六
条
三
項
・
七
四
条
二
項
）。
た
だ
し
、
二
八
条
⒜
に
つ
い
て
は
、「
軍

の
指
揮
官
」
で
は
な
く
、「
実
質
的
に
軍
の
指
揮
官
と
し
て
行
動
す
る
者
」
と
認
定
し
た
。

　　
　

⃝　

次
の
五
つ
の
訴
因
に
つ
い
て
「
実
質
的
に
軍
の
指
揮
官
と
し
て
行
動
す
る
者
」（
二
八
条
⒜
）

　
　

① 「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
と
し
て
の
「
殺
人
」（
七
条
一
項
⒜
・
訴
因
七
）

　
　

② 「
戦
争
犯
罪
」
と
し
て
の
「
殺
人
」（
八
条
二
項
⒞
ⅰ
・
訴
因
六
）

　
　

③ 「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
と
し
て
の
「
強
姦
」（
七
条
一
項
⒢
・
訴
因
一
）

　
　

④ 「
戦
争
犯
罪
」
と
し
て
の
「
強
姦
」（
八
条
二
項
⒠
ⅵ
・
訴
因
二
）

　
　

⑤ 「
戦
争
犯
罪
」
と
し
て
の
「
略
奪
」（
八
条
二
項
⒠
ⅴ
・
訴
因
八
）

　

結
局
、
同
法
廷
は
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
六
日
頃
か
ら
二
〇
〇
三
年
三
月
一
五
日
ま
で
に
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
領
域
内
で
ベ
ン
バ
の
部
下

で
あ
る
軍
隊
が
行
っ
た
前
記
①
か
ら
⑤
の
五
つ
の
犯
罪
事
実
に
つ
い
て
、
ベ
ン
バ
が
実
質
的
に
軍
の
指
揮
官
と
し
て
行
動
す
る
者
と

し
て
関
与
し
た
と
し
て
、
有
罪
と
認
定
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
六
月
二
一
日
、
第
一
審
裁
判
部
第
三
法
廷
は
、
七
六
条
に
従
っ
て
、
被
告
人
に
対
し
て
、
一
八
年
の
拘
禁
刑
を
言
い

渡
し
た（（（
（

。

　

な
お
、
本
件
は
依
然
と
し
て
確
定
し
て
お
ら
ず
、
二
〇
一
七
年
三
月
現
在
、
上
訴
裁
判
部
に
係
属
中
で
あ
る
。

　

次
節
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
ベ
ン
バ
事
件
の
事
実
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
ベ
ン
バ
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
上
官
責
任
と
の
比
較
・
検
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討
の
た
め
、
ま
ず
、
ル
バ
ン
ガ
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
共
同
正
犯
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
も
の
と
す
る
。

三　

共
同
正
犯
（
二
五
条
三
項
⒜
二
類
）

　

ル
バ
ン
ガ
事
件（（（
（

で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
は
じ
め
て
、
児
童
兵
犯
罪
（
八
条
二
項
⒠
ⅶ
）
に
つ
い
て
共
同
正
犯
（
二
五
条
三
項
⒜
二
類
）
が

成
立
す
る
こ
と
が
是
認
さ
れ
た
。

　

詳
し
く
は
七
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
共
同
正
犯
と
上
官
責
任
と
を
対
比
す
る
上
で
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
ル
バ
ン
ガ
事

件
の
結
果
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
実
務
に
お
い
て
以
下
の
三
つ
の
論
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
㈠
二
五
条
三
項
⒜
か
ら

⒟
ま
で
の
関
与
形
式
が
正
犯
と
共
犯
と
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
、
㈡
正
犯
と
共
犯
の
区
別
に
際
し
て
正
犯
性
の
基
準
と
な
る
の
が
行
為

支
配
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
㈢
共
同
正
犯
の
成
立
要
件
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
三
点
の
み
を
ご
く

簡
単
に
素
描
す
る
。

㈠　

二
五
条
三
項
に
お
け
る
正
犯
・
共
犯
体
系
の
採
用

　

ル
バ
ン
ガ
事
件
の
上
訴
裁
判
部
に
よ
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
体
系
的
な
解
釈
に
基
づ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
で
は
正
犯
・
共
犯
体
系

が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
た（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
二
五
条
三
項
所
定
の
各
関
与
形
式
の
う
ち
、
同
⒜
は
犯
罪
を
行
う
者
で
あ
る
「
正

犯
」（perpetrator

）
と
解
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
同
⒝
か
ら
⒟
は
他
の
者
が
行
っ
て
い
る
犯
罪
に
寄
与
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
者

で
あ
る
「
共
犯
」（accessory

）
と
解
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
相
互
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
区
別
の
妥
当
性
は
、
正
犯
で
は

「
未
遂
」（
二
五
条
三
項
⒡
）
処
罰
が
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
共
犯
で
は
「
未
遂
」
処
罰
が
許
さ
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
正
犯
に
よ

る
犯
罪
の
実
行
の
着
手
が
共
犯
に
基
づ
く
処
罰
の
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
正
当
化
さ
れ
う
る
（
い
わ
ゆ
る
正
犯
に
対
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す
る
共
犯
の
「
実
行
従
属
性（

（（
（

」）。
そ
し
て
、
こ
の
正
犯
と
共
犯
と
の
区
別
は
、
正
犯
が
共
犯
よ
り
も
重
く
非
難
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
被
告
人
の
刑
事
責
任
に
適
切
な
罪
名
を
付
与
す
る
こ
と
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
、
重
要
な
区
別
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

二
五
条
所
定
の
関
与
形
式
を
、
こ
の
よ
う
に
正
犯
・
共
犯
体
系
と
解
す
る
見
解
に
対
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
判
事（（（
（

を
含
む
反
対
意
見（（（
（

も

提
起
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
学
説
上
は
広
く
支
持
を
集
め
て
い
る（（（
（

。

㈡　

行
為
支
配
論
の
採
用

　
「
行
為
支
配
」
論
（the ʻcontrol over the crim
eʼ theory

（
（（
（

）
と
は
、
ル
バ
ン
ガ
事
件
の
予
審
裁
判
部
に
よ
れ
ば
、「
犯
罪
を
行
う

か
否
か
、
ま
た
、
行
う
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
と
い
う
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
を
『
支
配
』
し
て
い
る

者
を
正
犯
と
す
る
」
見
解
で
あ
る（（（
（

。
こ
の
見
解
は
、
そ
の
後
の
第
一
審
裁
判
部
で
も
上
訴
裁
判
部
で
も
明
確
に
是
認
さ
れ
た（（（
（

。
こ
の

見
解
に
よ
れ
ば
、「
犯
罪
を
支
配
し
て
い
る
」
者
が
正
犯
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
犯
罪
を
支
配
し
て
い
な
い
」
者
は
共
犯
で
し
か
な

い
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
、
行
為
支
配
の
有
無
が
正
犯
か
共
犯
か
の
分
水
嶺
と
な
る
。
さ
ら
に
、
行
為
支
配
を
有
し
て
い
る
正
犯
は

犯
罪
に
「
本
質
的
に
重
要
な
寄
与
」（essential contribution

）
を
行
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
て
、
行
為
支
配
を
有

し
て
い
な
い
共
犯
は
「
実
質
的
な
寄
与
」（substantial contribution

）
な
い
し
「
そ
の
他
の
方
法
で
〔
の
〕
寄
与
」
を
行
っ
て
い
れ

ば
足
り
る
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

二
五
条
三
項
⒜
か
ら
⒟
の
正
犯
と
共
犯
の
区
別
に
あ
た
っ
て
行
為
支
配
論
が
採
用
さ
れ
た
結
果
、
二
五
条
三
項
⒜
二
類
に
い
う
共

同
正
犯
の
場
合
に
も
正
犯
性
を
根
拠
づ
け
る
行
為
支
配
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ル
バ
ン
ガ
事
件
の
予
審
裁
判
部
お
よ

び
上
訴
裁
判
部
が
判
示（（（
（

し
て
い
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
の
共
同
正
犯
は
、「
自
己
の
任
務
を
実
行
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
当
該

犯
罪
の
実
行
を
頓
挫
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
ほ
ど
の
「
本
質
的
に
重
要
な
寄
与
」
に
よ
っ
て
、
当
該
犯
罪
に
対
す
る
「
支
配
」
を

有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
見
解
は
、
実
際
に
は
、
ド
イ
ツ
の
刑
法
学
者
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
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機
能
的
行
為
支
配
論（（（
（

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

㈢　

共
同
正
犯
の
成
立
要
件

　

ル
バ
ン
ガ
事
件
の
第
一
審
裁
判
部
は
、
共
同
正
犯
の
成
立
要
件
と
し
て
、
次
の
五
つ
の
要
素
を
挙
げ
て
い
た（（（
（

。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

要
素
は
、
上
訴
裁
判
部
に
よ
っ
て
も
基
本
的
に
は
是
認
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

ⅰ
．
被
告
人
と
少
な
く
と
も
一
人
以
上
の
他
の
共
同
正
犯
と
の
間
に
、
一
度
で
も
履
行
さ
れ
た
場
合
に
は
通
常
の
成
り
行
き
に

お
い
て
当
該
犯
罪
の
実
行
の
結
果
が
生
ず
る
合
意
又
は
共
通
の
計
画
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、

ⅱ
．
当
該
犯
罪
の
実
行
の
結
果
が
生
ず
る
共
通
の
計
画
に
被
告
人
が
本
質
的
に
重
要
な
寄
与
を
し
た
こ
と
、

ⅲ
．
一
五
歳
未
満
の
児
童
を
徴
集
し
若
し
く
は
志
願
に
基
づ
い
て
編
入
す
る
こ
と
又
は
敵
対
行
為
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
た

め
に
使
用
す
る
こ
と
を
被
告
人
が
意
図
し
て
い
た
、
又
は
共
通
の
計
画
の
履
行
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
結
果
が
「
通
常
の
成

り
行
き
に
お
い
て
…
…
生
ず
る
」
こ
と
を
被
告
人
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
、

ⅳ
．
共
通
の
計
画
の
履
行
に
本
質
的
に
重
要
な
寄
与
を
し
て
い
る
こ
と
を
被
告
人
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
、

ⅴ
．
武
力
紛
争
が
存
在
し
、
か
つ
、
当
該
状
況
と
自
己
の
行
為
と
の
間
に
関
連
性
が
あ
る
事
実
的
な
状
況
に
つ
い
て
被
告
人
が

意
識
し
て
い
た
こ
と
。

　

こ
の
五
つ
の
要
素
を
整
理
し
て
み
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
実
務
上
、
共
同
正
犯
の
客
観
的
な
成
立
要
件（（（
（

と
し
て
は
、
ⅰ
「
二
人
以
上
の

者
に
よ
る
合
意
又
は
共
通
の
計
画
の
存
在
」、
お
よ
び
、
ⅱ
「
本
質
的
に
重
要
な
寄
与
」
と
い
う
二
つ
の
要
件
が
重
視
さ
れ
て
い
る

と
い
え
る
。
具
体
的
に
は
、
ⅰ
に
よ
っ
て
、
共
同
正
犯
が
相
互
に
連
結
さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
が
相
互
に
帰
属
さ
れ
る
こ
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と
が
正
当
化
さ
れ
る
。
ま
た
、
ⅱ
に
よ
っ
て
、
前
述
し
た
機
能
的
行
為
支
配
の
観
点
か
ら
、
二
人
以
上
の
者
に
よ
る
協
働
に
対
す
る

正
犯
性
が
付
与
さ
れ
る
。

　

他
方
で
、
ⅲ
か
ら
ⅴ
で
は
本
件
に
お
け
る
共
同
正
犯
の
主
観
的
要
素（（（
（

が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
重
要
で
あ
る
の

は
、
ⅲ
に
い
う
犯
罪
の
結
果
発
生
に
対
す
る
共
同
正
犯
の
認
識
の
程
度
で
あ
る
。
こ
の
点
、
詳
し
く
は
四
で
触
れ
る
よ
う
に
、
ⅲ
は
、

行
為
支
配
論
か
ら
の
帰
結
と
い
う
よ
り
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
け
る
犯
罪
の
主
観
的
要
件
に
関
す
る
一
般
規
定
で
あ
る
三
〇
条
か
ら

導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
次
節
で
は
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
上
官
責
任
の
検
討
に
先
立
っ
て
、
三
〇
条
に
つ
い
て
若
干
の

考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

四　

主
観
的
要
素
（
三
〇
条
）

　

三
〇
条（（（
（

で
は
、「
別
段
の
定
め
」
が
な
い
限
り
、「
故
意
に
及
び
認
識
し
て
」（intent and know

ledge

（
（（
（

）
犯
罪
の
客
観
的
要
素
が

実
現
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
二
五
条
三
項
⒜
に
は
、「
別
段
の
定
め
」
に
相
当
す
る
も
の
が
存
在
し
な
い
た

め
、
二
五
条
三
項
⒜
は
三
〇
条
の
適
用
を
受
け
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
開
設
当
初
、
こ
の
三
〇
条
に
い
う
「
故
意
に
及
び
認
識
し
て
」
と
い
う
要
件
に
「
未
必
の
故
意
」（dolus eventualis

）

が
含
ま
れ
う
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
ル
バ
ン
ガ
事
件
の
予
審
裁
判
部
第
一
法
廷
と
否
定
す
る
ベ
ン
バ
事
件
の

予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
と
の
間
で
争
い
が
あ
っ
た
。
二
五
条
三
項
⒜
が
三
〇
条
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
、
未
必
の
故
意
に
よ
る
共
同
正
犯
が
是
認
さ
れ
う
る
か
否
か
と
い
う
問
題
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

最
終
的
に
は
、
上
訴
裁
判
部
は
、
ル
バ
ン
ガ
事
件
で
、
本
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
の
見
解
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
、
未
必
の
故
意
に

よ
る
共
同
正
犯
を
否
定
し
た（（（
（

。
こ
の
問
題
を
時
系
列
順
に
敷
衍
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。



42

法学研究 90 巻 7 号（2017：7）
　

ま
ず
、
ル
バ
ン
ガ
事
件
の
予
審
裁
判
部
第
一
法
廷
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
た（（（
（

。
す
な
わ
ち
、

三
〇
条
の
文
言
に
お
け
る
意
思
的
要
素
を
強
調
し
、
結
果
に
つ
い
て
の
「
認
容
」
が
あ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
未
必
の
故
意
で
さ
え
も
三

〇
条
を
充
足
し
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
本
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
は
、
第
一
法
廷
と
は
対
照
的
に
、
三
〇
条
で
は
未
必
の
故
意
が
排
除
さ
れ
て
い
る
と
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
同
法
廷
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
三
〇
条
二
項
⒝
後
段
な
い
し
三
項

で
は
、
未
必
の
故
意
を
想
起
さ
せ
る
「
結
果
が
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
を
意
識
し
て
い
る
」（m

ay occur or m
ight occur

）

と
い
う
規
定
の
仕
方
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
結
果
が
生
ず
る

0

0

0

こ
と
を
意
識
し
て
い
る
」（w

ill occur

）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と（（（
（

、

お
よ
び
、
第
二
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
起
草
者
が
同
規
程
の
編
纂
過
程
に
お
い
て
未
必
の
故
意
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と（（（
（

で
あ
る
。

　

本
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
の
見
解
は
、
ル
バ
ン
ガ
事
件
の
第
一
審
裁
判
部
第
一
法
廷
に
よ
っ
て
、「
修
正
」
を
施
さ
れ
て
採

用
さ
れ
た（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
未
必
の
故
意
で
は
三
〇
条
を
充
足
し
な
い
と
し
つ
つ
、
結
果
発
生
の
「
十
分
な
危
険
」（suffi

cient risk

）

に
つ
い
て
の
認
識
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

　

最
終
的
に
は
、
ル
バ
ン
ガ
事
件
の
上
訴
裁
判
部
は
、
同
事
件
の
第
一
審
裁
判
部
第
一
法
廷
が
使
用
し
た
「
危
険
」
と
い
う
概
念
は

誤
解
を
招
く
と
し
て
当
該
「
修
正
」
を
排
斥
し
、
結
局
、
ほ
ぼ
本
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
の
見
解
に
同
意
し
た（（（
（

。
す
な
わ
ち
、

共
同
正
犯
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
犯
罪
の
結
果
発
生
を
「
意
図
」
し
（
三
〇
条
二
項
⒜
お
よ
び
⒝
前
段
）、
又
は
犯
罪
の
結
果
が

「
通
常
の
成
り
行
き
に
お
い
て
生
ず
る
こ
と
」
を
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
〇
条
二
項
⒝
後
段
お
よ
び
三
項
）。
ま
た
、
上

訴
裁
判
部
は
、
犯
罪
の
結
果
が
「
通
常
の
成
り
行
き
に
お
い
て
生
ず
る
こ
と
」
を
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
結

果
発
生
が
「
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
こ
と
」（virtual certainty

）
を
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
判
示
し

た
（
（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
、
未
必
の
故
意
に
よ
る
共
同
正
犯
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い（（（
（

。

　

犯
罪
の
結
果
が
「
通
常
の
成
り
行
き
に
お
い
て
生
ず
る
こ
と
」（
＝
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
こ
と
）
を
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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と
い
う
極
め
て
敷
居
の
高
い
基
準
は
、
六
で
概
観
す
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
実
務
に
お
け
る
関
与
形
式
の
適
用
に
つ
い
て
も
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。五　

上
官
責
任
（
二
八
条
⒜
）

　

二
八
条
の
「
上
官
責
任
」（superior responsibility

）
と
は
、
上
官
が
、
自
己
の
部
下
に
よ
る
犯
罪
の
実
行
を
防
止
し
、
抑
止
し
、

又
は
当
局
に
付
託
す
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
自
己
の
部
下
に
よ
る
当
該
犯
罪
の
実
行
に
つ
い
て
当
該
上
官
も
刑
事
責

任
を
問
わ
れ
る
と
い
う
法
理
で
あ
る（（（
（

。
上
官
は
、
一
般
的
に
は
、
将
校
な
ど
の
軍
の
指
揮
官
（m

ilitary com
m

ander

）
だ
け
で
は

な
く
、
政
府
高
官
な
ど
の
文
民
の
（
非
軍
事
的
な
上
下
関
係
に
お
け
る
）
上
位
者
を
も
含
む
広
い
概
念
で
あ
る（（（
（

。

　

上
官
責
任
が
関
与
形
式
の
一
種
で
あ
る
の
か
、
又
は
独
立
し
た
一
つ
の
犯
罪
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る（（（
（

。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
実
務
上
は
、
関
与
形
式
（
帰
責
形
態
）
の
一
種
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
五
条
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
対
象
犯
罪
は
、
基
本
的
に
は
─
─
七
〇
条
の
「
裁
判
の
運
営
に

対
す
る
犯
罪
」
な
ど
を
除
け
ば
─
─
四
つ
の
中
核
犯
罪
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
独
立
し
た
「
上
官
責
任
罪
」
な
る
も
の
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規

程
上
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
本
件
の
場
合
、
二
㈡
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
ベ
ン
バ
が
起
訴
さ
れ
、
有
罪
と
な
っ
た

の
は
、
あ
く
ま
で
も
七
条
と
八
条
に
基
づ
く
犯
罪
（
の
み
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
件
の
第
一
審
裁
判
部
も
予
審
裁
判
部

に
同
意
す
る
と
い
う
形
で
、「
二
八
条
で
は
自
己
の
部
下
が
行
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
管
轄
権
の
範
囲
内
に
あ
る
犯
罪
に
つ
い
て
上
官
が
刑

事
上
の
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
帰
責
形
態
が
規
定
さ
れ
て
い
る
」
と
判
示
し
て
い
る（（（
（

。

　

ベ
ン
バ
事
件
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
係
属
し
て
い
る
事
件
の
中
で
上
官
責
任
が
は
じ
め
て
主
要
な
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
本
件
の

第
一
審
裁
判
部
の
見
解（（（
（

に
よ
れ
ば
、
指
揮
官
の
責
任
（
二
八
条
⒜
）
が
是
認
さ
れ
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
、
次
の
六
つ
の
要
件
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を
充
足
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た（（（
（

。

ａ　
「
軍
隊
が
…
…
裁
判
所
〔
Ｉ
Ｃ
Ｃ
〕
の
管
轄
権
の
範
囲
内
に
あ
る
犯
罪
を
行
っ
た
こ
と
」、

ｂ　

被
告
人
が
「
軍
の
指
揮
官
又
は
実
質
的
に
軍
の
指
揮
官
と
し
て
行
動
す
る
者
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
こ
と
、

ｃ　

被
告
人
が
当
該
犯
罪
を
行
っ
た
軍
隊
に
対
す
る
「
実
質
的
な
指
揮
及
び
管
理
…
…
又
は
…
…
実
質
的
な
権
限
及
び
管
理
」

〔effective com
m

and and control, or effective authority and control

〕
を
有
し
て
い
た
こ
と
、

ｄ　

被
告
人
が
「
当
該
軍
隊
が
犯
罪
を
行
っ
て
お
り
若
し
く
は
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
又
は
そ
の
時
に
お

け
る
状
況
に
よ
っ
て
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
」、

ｅ　

被
告
人
が
「
犯
罪
の
実
行
を
防
止
し
若
し
く
は
抑
止
し
、
又
は
捜
査
及
び
訴
追
の
た
め
に
事
案
を
権
限
の
あ
る
当
局
に
付

託
す
る
た
め
、
自
己
の
権
限
の
範
囲
内
で
す
べ
て
の
必
要
か
つ
合
理
的
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
こ
と
」、
お

よ
び
、

ｆ　

被
告
人
が
「
当
該
軍
隊
の
管
理
を
適
切
に
行
わ
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
」
当
該
軍
隊
が
当
該
「
犯
罪
を
行
っ
た
こ
と
」。

　

こ
の
六
つ
の
要
件
の
特
徴
に
つ
い
て
、
共
同
正
犯
と
の
対
比
と
い
う
観
点
か
ら
、
ご
く
簡
単
に
素
描
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

ま
ず
、
要
件
ａ
に
つ
い
て
は
、
正
犯
（
二
五
条
三
項
⒜
）
と
は
異
な
り
、
か
つ
、
共
犯
（
同
⒝
か
ら
⒟
）
と
同
様
に
、
部
下
で
あ
る

自
己
の
軍
隊
が
犯
罪
を
実
際
に
行
わ
な
け
れ
ば
上
官
責
任
（
二
八
条
）
が
生
じ
え
な
い
と
い
う
意
味
で
、
三
㈠
で
も
述
べ
た
実
行
従

属
性
の
よ
う
な
も
の
が
示
唆
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
こ
の
要
件
は
、
七
㈢
３
で
も
再
度
取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
正
犯
と
上
官
責
任
と
の
優
劣

関
係
を
論
ず
る
上
で
は
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。

　

次
に
、
要
件
ｂ
に
つ
い
て
は
、「
い
ず
れ
の
者
」
も
主
体
と
な
り
う
る
正
犯
お
よ
び
共
犯
と
は
異
な
り
、
上
官
責
任
に
は
、「
上
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官
」
と
い
う
一
定
の
特
別
な
身
分
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
要
件
ｃ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
諸
種
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
の
判
例
に
お
い
て
、「
実
質
的
な
管
理
」（effective 

control
（
（（
（

）
と
い
う
概
念
が
、「
上
官
・
部
下
関
係
を
判
断
す
る
際
の
統
一
的
な
基
準（（（
（

」
と
し
て
是
認
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
本
件

の
予
審
裁
判
部（（（
（

お
よ
び
第
一
審
裁
判
部（（（
（

は
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
法
廷
（International Crim

inal T
ribunal for the 

form
er Y

ugoslavia: ICT
Y

（
（（
（

）
お
よ
び
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
法
廷
（International Crim

inal T
ribunal for Rw

anda: ICT
R

（
（（
（

）
の
判

例
を
踏
襲
し
て
、「
実
質
的
な
管
理
」
と
は
、「
犯
罪
の
実
行
を
防
止
し
若
し
く
は
抑
止
し
、
又
は
…
…
事
案
を
権
限
の
あ
る
当
局
に

付
託
す
る
…
…
実
質
的
な
能
力
」（m

aterial ability

）
の
こ
と
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
要
件
は
、
実
際
に
は
、

本
節
㈡
で
概
観
す
る
要
件
ｅ
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
要
件
ｄ
は
主
観
的
要
件
、
要
件
ｅ
は
行
為
（
不
作
為
）
要
素
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
六

で
検
討
す
る
よ
う
に
、
前
記
の
六
つ
の
上
官
責
任
の
成
立
要
件
の
う
ち
、
共
同
正
犯
の
そ
れ
と
対
比
す
る
上
で
、
さ
ら
に
説
明
を
加

え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
本
節
㈠
お
よ
び
㈡
で
は
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
、
掘
り
下
げ
て
論
ず
る
。

　

最
後
に
、
要
件
ｆ
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
諸
種
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
の
諸
規
程
に
は
ま
っ
た
く
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
要
件
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
要
件
は
、
二
八
条
を
め
ぐ
る
現
在
の
議
論
の
中
で
も
最
も
議
論
が
盛
ん
な
論
点
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る（（（
（

。

し
か
し
、
正
犯
と
の
優
劣
関
係
を
論
じ
る
上
で
は
関
連
性
が
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

㈠　

主
観
的
要
素

　

二
八
条
⒜
の
責
任
を
問
う
た
め
に
は
、
明
文
上
、
二
つ
の
主
観
的
要
件
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

部
下
に
よ
る
犯
罪
を
上
官
が
「
知
っ
て
お
り
」（knew

）
又
は
「
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
」（should have know

n

）
の
い
ず

れ
か
で
あ
る
（
二
八
条
⒜
ⅰ
）。
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こ
の
二
つ
の
主
観
的
要
件
が
上
官
に
ど
の
程
度
の
認
識
を
必
要
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
多
分

に
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
四
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
三
〇
条
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
中
に
「
別
段
の
定
め
」
が
な
い
場
合
に
適
用
さ
れ
る
と

定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
二
八
条
に
対
し
て
も
三
〇
条
の
適
用
が
あ
る
の
か
─
─
二
八
条
に
い
う
こ
れ
ら
の
主
観
的
要
件
が
三
〇

条
に
い
う
「
別
段
の
定
め
」
に
あ
た
る
の
か
─
─
が
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
概
観
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
二
八
条
⒜
ⅰ
に
い
う
「
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
い
う
基
準
が
、
三
〇
条
に
い
う
「
別
段
の
定
め
」
と
し
て
、
三

〇
条
の
適
用
に
服
さ
な
い
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
類
型
に
お
い
て
は
、
上
官
が
部
下
に
よ
る
犯
罪
を
現
に

知
っ
て
い
る
こ
と
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
本
件
の
予
審
裁
判
部
も
、「
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
い

う
基
準
で
は
、「
三
〇
条
よ
り
も
低
い
過
失
の
要
素
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

」
と
述
べ
て
、
こ
の
基
準
が
、
三
〇
条
の
適
用
を
受
け

な
い
こ
と
を
是
認
し
て
い
る（（（
（

。

　

次
に
、
二
八
条
⒜
ⅰ
に
い
う
「
知
っ
て
お
り
」
と
い
う
基
準
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
異
論
の
余
地
は
あ
る
も
の
の（（（
（

、
少
な
く
と
も

本
件
の
予
審
裁
判
部
の
見
解（（（
（

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
も
三
〇
条
の
「
別
段
の
定
め
」
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
件
の
第
一

審
裁
判
部
も
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（（（
（

。

　

二
八
条
で
は
、
犯
罪
を
行
っ
た
特
定
の
個
人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
指
揮
官
が
知
っ
て
い
る
こ
と
ま
で
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

軍
の
上
下
関
係
が
上
が
る
に
連
れ
て
次
第
に
問
題
が
困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
軍
隊
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
各
犯
罪
の
あ
ら
ゆ
る
詳
細
を
被
告

人
が
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
必
要
も
な
い
。〔
原
注
は
省
略
〕

ゆ
え
に
、
少
な
く
と
も
本
件
の
各
裁
判
部
は
、「
知
っ
て
お
り
」
と
い
う
基
準
に
つ
い
て
も
、
こ
の
基
準
が
三
〇
条
で
要
求
さ
れ
て

い
る
基
準
よ
り
も
低
い
と
考
え
て
い
る
と
い
え
る
。
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結
局
、
以
上
の
よ
う
に
、
二
八
条
⒜
ⅰ
所
定
の
二
つ
の
主
観
的
要
件
は
、
い
ず
れ
も
、
三
〇
条
の
一
般
的
な
主
観
的
要
素
よ
り
も

低
い
基
準
し
か
要
求
さ
れ
て
い
な
い
と
本
件
の
各
裁
判
部
は
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
八
条
に
お
け
る
主
観
的
要
素
の
解

釈
は
、
六
㈠
で
言
及
す
る
よ
う
に
、
正
犯
と
上
官
責
任
を
区
別
す
る
際
に
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

㈡　

不
作
為
の
内
容

　

１　

三
つ
の
義
務

　

二
八
条
⒜
ⅱ
で
は
、
明
文
上
、
三
つ
の
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
「
犯
罪
…
…
を
防
止
…
…
す
る
」
義
務

（the duty to prevent crim
es

）、
②
「
犯
罪
…
…
を
…
…
抑
止
…
…
す
る
」
義
務
（the duty to repress crim

es

）、
又
は
③
「
捜

査
及
び
訴
追
の
た
め
に
事
案
を
権
限
の
あ
る
当
局
に
付
託
す
る
」
義
務
（the duty to subm

it the m
atter to the com

petent 

authorities for investigation and prosecution

）
で
あ
る
。
本
件
の
予
審
裁
判
部（（（
（

お
よ
び
第
一
審
裁
判
部（（（
（

に
よ
れ
ば
、
当
該
上
官

が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
義
務
の
う
ち
の
ど
れ
か
一
つ
を
履
行
し
な
か
っ
た
だ
け
で
も
、
二
八
条
⒜
に
基
づ
く
刑
事
上
の
責
任
が
生
じ
う

る
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

２　

三
つ
の
義
務
の
発
生
時
期
と
部
下
に
よ
る
犯
罪
の
実
行
段
階

　

本
件
の
予
審
裁
判
部
の
見
解（（（
（

お
よ
び
第
一
審
裁
判
部
の
見
解（（（
（

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
つ
の
義
務
の
発
生
時
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の

義
務
の
内
容
に
応
じ
て
、
部
下
に
よ
る
犯
罪
の
実
行
に
お
け
る
三
つ
の
異
な
る
段
階
─
─
す
な
わ
ち
、
㋐
犯
罪
の
実
行
前
、
㋑
実
行

中
、
お
よ
び
、
㋒
実
行
後
─
─
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

三
つ
の
義
務
の
内
容
と
発
生
時
期
を
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

ま
ず
、
①
「
防
止
義
務
」
は
、
上
官
が
「
軍
隊
が
…
…
犯
罪
を
…
…
行
っ
て
お
り
若
し
く
は
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
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お
り
、
又
は
…
…
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
き
か
ら
生
ず
る
た
め
、
㋐
犯
罪
の
実
行
前
お
よ
び
㋑
実
行
中
の
二
つ
の
段
階
で

発
動
す
る（（（
（

。

　

次
に
、
②
「
抑
止
義
務
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
さ
に
進
行
し
て
い
る
部
下
に
よ
る
犯
罪
が
継
続
し
て
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
制
止

す
る
義
務
（
制
止
義
務
）、
お
よ
び
、
犯
罪
の
実
行
後
に
軍
隊
を
処
罰
す
る
義
務
（
処
罰
義
務
）
と
い
う
二
つ
の
別
種
の
義
務
が
包
含

さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
ゆ
え
に
、
抑
止
義
務
の
う
ち
、
制
止
義
務
は
㋑
犯
罪
の
実
行
中
、
処
罰
義
務
は
㋒
実
行
後
の
二
つ
の

段
階
で
発
動
す
る
。
ま
た
、
制
止
義
務
は
、
犯
罪
の
実
行
中
に
も
発
動
す
る
と
い
う
点
で
、
そ
の
実
質
的
な
内
容
と
発
生
時
期
が
防

止
義
務
と
一
部
重
複
す
る
。
他
方
で
、
処
罰
義
務
は
、
犯
罪
の
実
行
後
に
も
発
動
す
る
と
い
う
点
で
、
す
ぐ
直
後
で
言
及
す
る
よ
う

に
、
発
生
時
期
が
付
託
義
務
と
一
部
重
複
す
る（（（
（

。

　

最
後
に
、
③
「
付
託
義
務
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
指
揮
官
が
犯
罪
を
行
っ
た
者
を
制
裁
す
る
権
限
を
有
し
て
い
な
い
場
合
、
当
該

指
揮
官
は
「
事
案
を
権
限
の
あ
る
当
局
に
付
託
す
る
」
義
務
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
こ
の
義
務
は
、
不
処
罰
を
回
避
し
、
か
つ
、

将
来
の
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
に
、
犯
人
の
訴
追
・
処
罰
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
㋒
犯
罪
の
実
行
後
に
発
動

す
る（（（
（

。
先
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
付
託
義
務
は
、
部
下
に
よ
る
犯
罪
実
行
後
に
発
生
す
る
義
務
で
あ
る
点
で
、
処
罰
義
務
と
重
複
す

る
。
こ
の
点
、
上
官
自
身
が
犯
罪
の
実
行
を
「
処
罰
」
す
る
た
め
の
「
必
要
か
つ
合
理
的
な
措
置
を
と
る
」
立
場
な
い
し
権
限
が
あ

る
場
合
、
抑
止
義
務
の
う
ち
の
処
罰
義
務
を
観
念
す
れ
ば
足
り
る
。
他
方
で
、
上
官
自
身
が
処
罰
す
る
た
め
に
「
必
要
か
つ
合
理
的

な
措
置
を
と
る
」
立
場
な
い
し
権
限
が
な
い
場
合
に
の
み
、「
事
案
を
権
限
の
あ
る
当
局
に
付
託
す
る
」
義
務
が
生
ず
る
と
さ
れ
て

い
る（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の
義
務
に
は
、
条
文
上
も
解
釈
上
も
、
そ
の
内
容
と
義
務
の
発
生
時
期
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
意
義
が
あ
る
。
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①
防
止
義
務
─
─
㋐
犯
罪
の
実
行
前
（
防
止
義
務
）・
㋑
実
行
中
（
制
止
義
務
）

②
抑
止
義
務
─
─
㋑
犯
罪
の
実
行
中
（
制
止
義
務
）・
㋒
実
行
後
（
処
罰
義
務
・
措
置
を
と
る
権
限
あ
り
）

③
付
託
義
務
─
─
㋒
犯
罪
の
実
行
後
（
処
罰
義
務
・
措
置
を
と
る
権
限
な
し
）

　　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
義
務
は
、
そ
の
発
生
時
期
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
㋐
・
㋑
犯
罪
の
実
行
前
・
中
に
つ
い
て
は
、
二
八
条
に
い
う
①
防
止
義
務
と
②
抑
止
義
務
の
う
ち
の
制
止
義
務
の
懈
怠
を
事

前
不
作
為
類
型
に
、
他
方
で
、
㋒
犯
罪
の
実
行
後
に
つ
い
て
は
、
②
抑
止
義
務
の
う
ち
の
処
罰
義
務
と
③
付
託
義
務
の
懈
怠
を
事
後

不
作
為
類
型
に
そ
れ
ぞ
れ
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る（（（
（

。
そ
し
て
、
事
後
不
作
為
類
型
で
あ
る
②
抑
止
（
処
罰
）
義
務
お
よ
び
③
付
託

義
務
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
が
部
下
に
よ
る
犯
罪
の
実
行
後
に
し
か
問
題
と
な
り
え
な
い
こ
と
か
ら
、
両
義
務
の
懈
怠
は
「
遡
及
的

に
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
な
い（（（
（

」
と
い
わ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

七
㈢
３
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
因
果
的
に
は
事
後
に
し
か
寄
与
し
え
な
い
類
型
が
上
官
責
任
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
、
共
同
正
犯
と
上
官
責
任
を
区
別
す
る
上
で
、
一
つ
の
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
提
供
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六　

な
ぜ
ベ
ン
バ
事
件
の
関
与
形
式
は
共
同
正
犯
で
は
な
く
上
官
責
任
で
あ
っ
た
の
か

　

二
㈠
１
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
予
審
段
階
で
は
、
ベ
ン
バ
は
、
共
同
正
犯
（
二
五
条
三
項
⒜
）
と
上
官
責
任
（
二
八
条
）
の
双
方
で

起
訴
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
は
、
前
者
の
適
用
を
否
定
し
、
後
者
に
の
み
基
づ
い
て
犯
罪
事
実
の

確
認
を
行
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
問
題
は
、
そ
の
後
の
第
一
審
で
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
で
は
、
い
っ
た
い
い
か

な
る
事
情
が
、
共
同
正
犯
の
適
用
を
阻
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
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結
論
か
ら
い
え
ば
、
ベ
ン
バ
事
件
で
は
、
三
〇
条
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
が
、
共
同
正
犯
で
は
な
く
、
上
官
責
任
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
三
〇
条
が
関
与
形
式
の
適
用
に
及
ぼ
し
た
重
大
な
影
響
に
つ
い
て
概
観

す
る
（
㈠
）。
次
に
、
も
っ
ぱ
ら
三
〇
条
に
基
づ
い
て
関
与
形
式
の
採
否
を
決
定
し
た
本
件
の
予
審
裁
判
部
に
よ
る
検
討
方
法
の
当

否
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
加
え
る
（
㈡
）。

㈠　

三
〇
条
が
関
与
形
式
の
適
用
に
及
ぼ
し
た
重
大
な
影
響

　

三
〇
条
が
関
与
形
式
の
適
用
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
極
め
て
重
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ベ
ン
バ
事
件
の
予
審
裁

判
部
第
二
法
廷
決
定（（（
（

に
お
い
て
、「
知
っ
て
お
り
」（
二
八
条
⒜
ⅰ
）
と
い
う
基
準
に
関
連
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
特
に
興
味
深
い
。

　

当
予
審
裁
判
部
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
三
〇
条
三
項
お
よ
び
二
八
条
⒜
に
基
づ
い
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
「
認
識
」
の
間
に
は
、

差
異
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
〇
条
に
基
づ
く
認
識
的
要
素
〔the cognitive elem

ent

〕
は
、
二
五
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る

関
与
形
式
に
し
か
適
用
で
き
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。
三
〇
条
に
よ
れ
ば
、
正
犯
で
あ
れ
共
犯
で
あ
れ
、
当
該
者
は
自

己
の
行
為
の
結
果
が
生
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
意
識
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
、
当
該
者
が
犯
罪
の
実
行
に
関
与
し
て
い
な
い
二
八

条
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
（
す
な
わ
ち
、
当
該
犯
罪
は
自
己
の
行
為
の
直
接
の
結
果
で
は
な
い
）。

　

こ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
、
二
五
条
三
項
と
二
八
条
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
主
観
的
要
素
が
対
比
さ
れ
、
三
〇
条
が
適
用
で
き
る
か

否
か
に
よ
っ
て
両
者
の
区
別
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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ま
ず
、
四
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
二
五
条
三
項
⒜
の
主
観
的
要
素
は
、
三
〇
条
に
服
す
る
。
そ
の
結
果
、（
共
同
）
正
犯
は
、
最

低
で
も
、
犯
罪
の
結
果
が
「
通
常
の
成
り
行
き
に
お
い
て
生
ず
る
こ
と
」（
＝
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
こ
と
）
を
意
識
し
て
い
る
必
要
が
あ

る
。
ゆ
え
に
、
共
同
正
犯
に
お
け
る
主
観
的
要
素
の
敷
居
は
極
め
て
高
い
と
い
え
る
。

　

他
方
で
、
五
㈠
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
異
論
の
余
地
は
あ
り
う
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
本
件
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
実
務
上
、
二
八
条
⒜
ⅱ

の
主
観
的
要
素
は
、
三
〇
条
一
項
に
い
う
「
別
段
の
定
め
」
に
あ
た
る
た
め
、
三
〇
条
に
服
さ
な
い
。
そ
の
結
果
、
犯
罪
の
結
果
が

「
通
常
の
成
り
行
き
に
お
い
て
生
ず
る
こ
と
」（
＝
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
こ
と
）
に
つ
い
て
の
認
識
ま
で
は
不
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ゆ
え
に
、
二
八
条
⒜
の
場
合
、
二
五
条
三
項
⒜
に
お
け
る
主
観
的
要
素
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
敷
居
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
終
的
に
は
、
ベ
ン
バ
事
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
は
、
当
該
「
犯
罪
が
通
常
の
成
り
行
き
に
お
い
て
ほ
ぼ

確
実
な
結
果
と
し
て
行
わ
れ
る
虞
が
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
ベ
ン
バ
が
意
識
し
て
い
た
と
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（（（
（

と
し
て
、

ベ
ン
バ
が
三
〇
条
の
最
低
限
の
要
件
を
も
充
足
し
て
い
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
よ
う
に
共
同
正
犯
の
主
観
的
要
素
が
確
認

で
き
な
か
っ
た
以
上
は
、
そ
の
客
観
的
要
素
を
検
討
す
る
必
要
も
な
い（（（
（

と
し
て
、
ベ
ン
バ
が
共
同
正
犯
で
あ
る
こ
と
も
否
定
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
件
で
は
、
二
五
条
三
項
⒜
と
二
八
条
と
の
間
に
お
け
る
主
観
的
要
素
の
敷
居
の
相
違
─
─
さ
ら
に
い
え
ば
、
三

〇
条
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
─
─
が
、
共
同
正
犯
で
は
な
く
、
上
官
責
任
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ベ
ン
バ
事
件
に
お
け
る
関
与
形
式
の
問
題
は
、
予
審
段
階
で
ほ
ぼ
最
終
的
に
決
着
し
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
問
題
は
、

そ
の
後
の
第
一
審
で
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
本
件
の
場
合
、
二
五
条
三
項

⒜
と
二
八
条
と
の
適
用
関
係
が
検
討
さ
れ
た
の
は
、
実
際
に
は
、
予
審
段
階
だ
け
で
あ
っ
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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㈡　

本
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
の
検
討
手
法
に
つ
い
て

　

本
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
は
、
共
同
正
犯
の
客
観
的
要
素
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
主
観
的
要
素

を
検
討
し
て
、
ベ
ン
バ
の
関
与
形
式
が
共
同
正
犯
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た（（（
（

。
し
か
も
、
同
法
廷
に
よ
る
当
該
主
観
的
要
素
の
検
討

は
、
実
質
的
に
は
ほ
ぼ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
け
る
主
観
的
要
素
の
一
般
規
定
で
あ
る
三
〇
条
の
検
討
に
終
始
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
検
討
手
法
に
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、
同
法
廷
は
、
共
同
正
犯
の
客
観
的
要
素
に
つ
い
て
、
三
㈢

で
触
れ
た
要
件
ⅰ
お
よ
び
ⅱ
に
は
言
及
し
た
も
の
の（（（
（

、
そ
れ
ら
の
解
釈
と
ベ
ン
バ
へ
の
適
用
は
ま
っ
た
く
行
わ
な
か
っ
た
。
第
二
に
、

三
〇
条
に
基
づ
く
犯
罪
の
結
果
発
生
に
つ
い
て
の
認
識
以
外
の
共
同
正
犯
の
主
観
的
要
素
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
具
体
的
に
は
、
当
該
共
通
の
計
画
の
履
行
に
よ
っ
て
当
該
犯
罪
の
主
観
的
要
件
の
充
足
と
い
う
結
果
を
生
ず
る
こ
と
に
つ
い
て

の
共
同
正
犯
の
認
識
お
よ
び
認
容（（（
（

、
な
ら
び
に
、
他
の
共
同
正
犯
と
共
同
し
て
当
該
犯
罪
を
支
配
す
る
こ
と
を
被
疑
者
に
可
能
に
さ

せ
る
事
実
状
況
に
つ
い
て
の
被
疑
者
の
意
識（（（
（

な
ど
に
つ
い
て
は
若
干
の
言
及
を
し
た
だ
け
で
、
ほ
ぼ
検
討
し
な
か
っ
た（（（
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
労
力
や
時
間
を
節
約
す
る
た
め
に
、
三
〇
条
に
つ
い
て
の
み
の
考
察
で
済
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
考

え
方
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
事
後
的
な
検
証
の
可
能
性
を
高
め
、
よ
り
精
緻
な
解
釈
論
を
模
索
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
よ
り
多
角
的
な
─
─
す
な
わ
ち
、
三
〇
条
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
主
観
的
要
素
や
客
観
的
要
素
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

─
─
視
点
か
ら
、
二
五
条
と
二
八
条
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
も
大
い
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
節
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
検
討
・
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

七　

正
犯
と
上
官
責
任
は
適
用
上
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か

　

一
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
正
犯
（
二
五
条
三
項
⒜
）
と
上
官
責
任
（
二
八
条
）
は
適
用
上
ど
の
よ
う
な
優
劣
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
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い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
二
つ
の
異
な
る
見
解
が
あ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
①
前
者
は
後
者
に
優
越
す
る
と
い
う
見
解
、
お

よ
び
、
②
前
者
と
後
者
と
は
優
劣
の
関
係
に
な
く
、
同
時
に
（
重
畳
的
に
）
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
む
ろ

ん
可
能
性
と
し
て
は
、
③
後
者
が
前
者
に
優
越
す
る
と
い
う
─
─
①
と
は
対
照
的
な
─
─
見
解
も
あ
り
え
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、

①
が
証
明
さ
れ
れ
ば
③
は
論
理
的
に
排
除
さ
れ
る
と
い
え
る
た
め
、
こ
の
際
、
①
に
注
力
す
る
代
わ
り
に
③
を
度
外
視
し
て
検
討
を

進
め
て
も
、
実
質
的
に
は
差
し
支
え
な
い
と
考
え
る
。

　

こ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
本
節
㈠
お
よ
び
㈡
で
、
従
前
の
諸
種
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
に
よ
る
判
例
お
よ
び

Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
裁
判
例
を
概
観
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
確
認
す
る
。
さ
ら
に
㈢
で
、
正
犯
が
上
官
責
任
に
優
越
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
み
た
い
。

㈠　

諸
種
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
の
判
例

　

当
初
、
従
前
の
諸
種
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
は
、
正
犯
・
共
犯
類
型
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
七
条
一
項
な
ど
）
と
上
官
責
任
類
型
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
Ｙ
規
程
七
条
三
項
な
ど
）
が
、
競
合
す
る
場
合
、
こ
の
両
者
を
適
用
す
る
と
い
う
前
記
②
の
立
場
を
と
っ
て
い
た（（（（
（

。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
の
各
上
訴
裁
判
部
は
、
前
記
①
の
よ
う
に
、
正
犯
・
共
犯
類
型
が
上
官
責
任
類

型
に
優
位
す
る
こ
と
を
是
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た（（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
同
一
の
事
実
に
基
づ
く
同
一
の
訴
因
に
つ
い
て
、
正
犯
・
共
犯
類

型
と
上
官
責
任
類
型
の
両
方
で
有
罪
を
言
い
渡
す
こ
と
は
適
切
で
は
な
く
、
も
し
も
こ
の
場
合
に
両
方
の
帰
責
形
態
で
有
罪
を
言
い

渡
せ
ば
、
判
決
を
無
効
と
す
る
法
的
な
誤
り
を
構
成
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
双
方
に
関
係
す
る
法
的
要
件
が
充
足

さ
れ
て
い
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
正
犯
・
共
犯
類
型
に
基
づ
い
て
し
か
有
罪
を
言
い
渡
す
べ
き
で
は
な
く
、
か
つ
、
被
告
人
の
上
官

と
し
て
の
地
位
は
量
刑
時
の
加
重
的
な
要
因
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
規
程
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
規
程
と
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
と
で
は
、
規
範
的
枠
組
み
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
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Ｔ
Ｙ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
の
判
例
が
そ
の
ま
ま
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
転
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い（（（（
（

。
実
際
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
で
は
正
犯
類
型
と

し
て
機
能
し
て
い
た
Ｊ
Ｃ
Ｅ
（Joint Crim

inal Enterprise: 

共
同
犯
罪
企
図
）
の
法
理（（（（
（

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
は
明
確
に
放
棄
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。

ま
た
、
二
八
条
に
基
づ
く
上
官
責
任
は
、
従
来
の
上
官
責
任
と
は
─
─
と
り
わ
け
、「
管
理
を
適
切
に
行
わ
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
」

と
い
う
文
言
が
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
で
は
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
─
─
い
く
つ
か
の
点
で
要
件
の
異
な
る
部
分
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
正
犯
・
共
犯
類
型
と
上
官
責
任
類
型
と
い
う
大
き
な
帰
責
形
態
の
枠
組
み
そ
れ
自
体
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
も
─
─
二

五
条
三
項
と
二
八
条
と
い
う
形
で
─
─
維
持
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に
、
本
件
の
予
審
裁
判
部
も
第
一
審
裁
判
部
も
、
二
八
条

を
解
釈
・
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
の
上
官
責
任
に
関
す
る
判
例
を
多
数
引
用
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
限
り
で
、
こ
れ
ら
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
の
判
例
で
も
正
犯
・
共
犯
類
型
が
上
官
責
任
類
型
に
優
越
し
て
適
用
さ
れ

て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
判
例
に
お
い
て
も
前
記
①
の
立
場
を
採
用
す
る
こ
と
を
補
強
す
る
た
め
の
「
先
例
」
と
し
て
参

照
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

㈡　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
立
場

　

で
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
各
裁
判
部
の
見
解
は
、
現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で

は
、
前
記
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
の
見
解
を
採
用
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
差
し
当
た
り
、
三
お
よ
び
五
で
取
り
上
げ
た
ル
バ
ン
ガ
事

件
お
よ
び
ベ
ン
バ
事
件
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
各
裁
判
部
の
見
解
を
そ
れ
ぞ
れ
適
宜
概
観
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　

１　

ル
バ
ン
ガ
事
件

　

ま
ず
、
ル
バ
ン
ガ
事
件
の
予
審
裁
判
部
は
、
二
五
条
三
項
⒜
と
そ
れ
以
外
（
す
な
わ
ち
、
同
⒝
か
ら
⒟
お
よ
び
二
八
条
）
と
を
大
き

く
区
別
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
明
言
し
、
そ
の
優
劣
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い（（（（
（

。
同
様
に
、
ル
バ
ン
ガ
事
件
の
第
一
審
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裁
判
部
判
決
で
も
、
二
五
条
三
項
と
二
八
条
の
刑
事
責
任
の
違
い
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い（（（（
（

。
そ
し
て
、
ル
バ
ン
ガ
事
件
の

上
訴
裁
判
部
判
決
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
何
も
触
れ
て
い
な
い
。

　

２　

ベ
ン
バ
事
件

　

ベ
ン
バ
事
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
の
見
解
は
、
前
述
の
よ
う
な
ル
バ
ン
ガ
事
件
の
各
裁
判
部
の
見
解
に
比
べ
れ
ば
、
次
の
よ

う
に
、
幾
分
か
示
唆
に
富
ん
で
い
る（（（（
（

。

　

…
…
当
予
審
裁
判
部
は
、
…
…
当
該
犯
罪
に
つ
い
て
、
被
疑
者
が
二
五
条
三
項
⒜
の
字
義
の
範
囲
内
に
い
う
「
共
同
正
犯
」
と
し
て
刑
事

上
の
責
任
を
有
す
る
と
信
ず
る
に
足
り
る
実
質
的
な
理
由
を
証
明
す
る
た
め
に
十
分
な
証
拠
が
存
在
し
な
い
と
い
う
決
定
が
存
在
し
な
い
限

り
は
、
二
八
条
に
基
づ
く
当
該
被
疑
者
の
刑
事
上
の
責
任
が
調
査
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
白
に
し
た
。

す
な
わ
ち
、
二
五
条
三
項
⒜
に
い
う
共
同
正
犯
の
証
拠
が
不
十
分
な
場
合
に
の
み
、
二
八
条
の
責
任
に
つ
い
て
の
検
討
が
許
さ
れ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
審
理
に
先
立
つ
関
与
形
式
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
二
五
条
三
項
⒜
が
、
二
八
条
よ
り
も
優
先

的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
前
記
①
の
立
場
が
看
取
さ
れ
う
る
。
も
っ
と
も
、
六
㈡
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
同
法

廷
の
検
討
が
主
観
的
要
素
（
三
〇
条
）
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
点
だ
け
を
捉
え
て
み
れ
ば
、
法
解
釈
学
的
に
は
さ
ら
に
多
角
的
な

観
点
か
ら
の
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
引
き
続
く
ベ
ン
バ
事
件
の
第
一
審
裁
判
部
は
、
二
五
条
と
二
八
条
の
優
劣
関
係
に
つ
い
て
は
、
特
に
明
言
し
て
い
な
い
。

す
な
わ
ち
、
二
八
条
で
は
、
指
揮
官
が
「
行
っ
た
」
犯
罪
で
は
な
く
、
自
己
の
部
下
で
あ
る
軍
隊
が
「
行
っ
た
」
犯
罪
に
つ
い
て
指

揮
官
が
責
任
を
問
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
を
述
べ
て（（（（
（

、
二
八
条
は
、
二
五
条
三
項
と
は
異
な
る
と
い
う
意
味
で
の
独
自
の
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（sui generis

）
帰
責
形
式
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（（
（

と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

３　

小
括

　

以
上
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
事
件
の
各
裁
判
部
─
─
た
だ
し
、
ベ
ン
バ
事
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
な
ど（（（（
（

を

除
く
─
─
の
見
解
か
ら
確
定
的
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
二
五
条
三
項
と
二
八
条
に
お
け
る
刑
事
責
任
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
条
文
が
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
以
上
、
こ

の
よ
う
な
帰
結
は
あ
る
意
味
当
然
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
両
者
の
体
系
的
な
差
異
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
（
何
が
ど
う
違
う

の
か
）、
と
い
う
よ
り
本
質
的
な
問
題
に
対
す
る
有
益
な
答
え
は
、
こ
こ
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
、

二
五
条
三
項
⒜
が
二
八
条
に
優
越
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
ベ
ン
バ
事
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
決
定
に
は
極
め
て
重
要
な
意
義

が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
各
裁
判
部
（
と
り
わ
け
、
上
訴
裁
判
部
）
に
は
、
二
五
条
三
項
と
二
八
条
の
体
系
的
な
関
係

性
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
べ
き
な
の
か
、
そ
の
態
度
決
定
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
。

㈢　

検
討

　

で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
諸
種
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
の
判
例
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｃ

の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
決
定
な
ど
の
見
解
と
同
様
に
、
前
記
①
の
立
場
、
す
な
わ
ち
、
正
犯
（
二
五
条
三
項
⒜
）
は
上
官
責
任

（
二
八
条
）
に
優
越
す
る
と
い
う
見
解
が
、
最
も
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
場
合
、
正
犯
が
上
官
責
任
に
優
越
す
る
こ
と
は
、

次
の
四
つ
の
観
点
─
─
ⅰ
条
文
上
の
論
拠
、
ⅱ
行
為
支
配
、
ⅲ
客
観
的
要
素
、
お
よ
び
、
ⅳ
主
観
的
要
素
─
─
か
ら
論
証
可
能
で
あ
る
。

　

１　

条
文
上
の
論
拠
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ま
ず
、
条
文
上
の
形
式
的
な
論
拠
と
し
て
、
二
八
条
で
は
「
こ
の
規
程
に
定
め
る
他
の
事
由
に
基
づ
く
も
の
〔
刑
事
責
任
〕
の
ほ

か
」（In addition to other grounds of crim

inal responsibility under this Statute

）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
正
犯
が
上
官

責
任
に
優
越
す
る
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
文
言
に
よ
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
、
正
犯
・
共
犯
（
二
五

条
三
項
）
な
ど
の
刑
事
責
任
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
じ
め
て
上
官
責
任
（
二
八
条
）
が
問
題
と
な
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
。
実

際
、
学
説
上
も
、
同
様
の
理
由
か
ら
、
上
官
責
任
で
は
、
二
五
条
三
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
正
犯
・
共
犯
以
外
の
─
─
補
充
的
な

─
─
関
与
形
式
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
す
る
見
解
が
あ
る（（（（
（

。

　

し
か
し
、
以
下
で
概
観
す
る
よ
う
に
、
正
犯
と
上
官
責
任
と
の
間
に
あ
る
差
異
は
、
こ
の
よ
う
な
条
文
上
の
形
式
的
な
差
異
に
よ

る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
質
的
な
差
異
に
も
由
来
し
て
い
る
。

　

２　

行
為
支
配

　

三
㈡
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
正
犯
性
を
根
拠
づ
け
る
と
さ
れ
て
い
る
行
為
支
配
論
に
よ
れ
ば
、
正
犯
は
─
─
直
接
的
で
あ
れ
間
接

的
で
あ
れ
─
─
犯
罪
行
為
そ
れ
自
体
を
支
配
す
る
。
し
か
し
、
上
官
責
任
の
場
合
、
上
官
が
支
配
し
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
部

下
で
あ
っ
て
、
犯
罪
行
為
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
も
し
も
上
官
が
、
た
と
え
直
接
的
に
実
行
行
為
に
は
関
与
し
て
い
な

か
っ
た
と
し
て
も
─
─
例
え
ば
、
準
備
段
階
で
の
協
働
や
組
織
支
配
の
行
使
な
ど
に
よ
っ
て
─
─
犯
罪
行
為
そ
れ
自
体
を
支
配
し
て

い
る
と
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
二
八
条
で
は
な
く
、
二
五
条
三
項
⒜
の
共
同
正
犯
な
い
し
間
接
正
犯
と
し
て
の
責
任
を
問
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
犯
罪
行
為
を
支
配
し
て
い
な
い
上
官
は
、
た
と
え
軍
隊
を
実
質
的
に
「
管
理
」（
こ
の
文
脈
で
は
「
支
配
」
と
い
っ
て
も

ま
っ
た
く
差
し
支
え
な
い
）
し
て
い
た
と
し
て
も
、
犯
罪
そ
れ
自
体
に
本
質
的
に
重
要
な
寄
与
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し

て
、
犯
罪
行
為
そ
れ
自
体
に
本
質
的
に
重
要
な
寄
与
を
し
て
い
る
者
（
正
犯
）
と
犯
罪
行
為
そ
れ
自
体
に
本
質
的
に
重
要
な
寄
与
を

し
て
い
な
い
者
（
正
犯
以
外
の
者
）
と
を
同
列
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
尾
﨑
久
仁
子
判
事
も
、「
二
八
条
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に
基
づ
く
帰
責
は
、
当
該
犯
罪
の
客
観
的
要
素
そ
れ
自
体
に
直
接
的
に
関
与
し
た
も
の
で
は
な
く
、
本
来
的
に
よ
り
消
極
的
な
性
質

〔inherently of a m
ore passive nature

〕
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
〔
Ｉ
Ｃ
Ｃ
〕
の
管
轄
権
の
範
囲
内
に
あ
る
犯
罪
の
防
止
又
は
阻
止
に

よ
り
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（（（（
（

。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
起
草
の
た
め
の
準
備
作
業
で
も
、
上
官
責
任
は
、
少
な

く
と
も
「
正
犯
」
と
同
列
に
は
論
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
せ
い
ぜ
い
「
幇
助
犯
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る（（（（
（

。

　

次
に
、
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
、
関
与
形
式
の
客
観
的
要
素
と
主
観
的
要
素
と
い
う
観
点
か
ら
、
正
犯
が
上
官
責
任
に
優
越
す
る

か
否
か
を
検
討
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

３　

客
観
的
要
素

　

客
観
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
行
為
の
形
態
が
「
作
為
」
で
あ
る
の
か
「
不
作
為
」
で
あ
る
の
か
と
い
う
外
形
的
な
事
情
だ
け
で
は
、

た
し
か
に
正
犯
・
共
犯
と
上
官
責
任
と
を
直
ち
に
峻
別
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
点
、
ベ
ン
バ
事
件
の
第
一
審
裁
判
部
は
、

「
特
定
の
状
況
下
で
は
、
指
揮
官
に
よ
る
行
為
が
一
以
上
の
帰
責
形
態
の
客
観
的
要
素
を
充
足
で
き
る
場
合
が
あ
る（（（（
（

」
と
述
べ
、
二

五
条
三
項
と
二
八
条
が
客
観
的
要
素
に
お
い
て
重
複
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
学
説
上
も
、
二
五
条
三
項
に
規

定
さ
れ
て
い
る
関
与
形
式
の
い
ず
れ
も
、
同
⒝
に
い
う
「
命
令
」
と
い
う
一
つ
の
例
外
を
除
け
ば
、
作
為
だ
け
で
は
な
く
、
不
作
為

に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
う
る
と
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。
さ
ら
に
、
例
え
ば
、
二
㈠
で
概
観
し
た
本
件
の
事
案
の
よ
う
に
、
部
下
に
よ
る
犯
罪
を

防
止
し
な
か
っ
た
り
、
処
罰
し
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
の
上
官
の
不
作
為
を
、
正
犯
を
奨
励
す
る
こ
と
（encouraging

）
と
し
て
、

犯
罪
の
実
行
に
心
理
的
・
精
神
的
に
寄
与
し
て
い
る
と
法
的
に
評
価
す
る
（
例
え
ば
、
二
五
条
三
項
⒞
な
ど
）
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
不

可
能
と
い
う
わ
け
で
は
な
い（（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
二
五
条
三
項
は
作
為
類
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
二
八
条
は
不
作
為
類
型
で
あ
る
と

一
概
に
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
対
比
か
ら
正
犯
と
上
官
責
任
の
優
劣
関
係
に
関
す
る
何
ら
か
の
示
唆
を
導
き
出

す
こ
と
も
で
き
な
い
。
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し
か
し
な
が
ら
、
上
官
責
任
の
法
理
の
中
に
は
、
犯
罪
の
実
行
に
因
果
的
に
事
後
に
し
か
寄
与
し
え
な
い
類
型
が
存
在
し
て
い
る（（（（
（

。

具
体
的
に
は
、
五
㈡
２
で
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
件
の
予
審
裁
判
部
お
よ
び
第
一
審
裁
判
部
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
二
八
条
⒜

ⅱ
所
定
の
三
つ
の
義
務
の
懈
怠
の
う
ち
、
抑
止
義
務
（
の
一
部
で
あ
る
処
罰
義
務
）
お
よ
び
付
託
義
務
は
、
犯
罪
の
実
行
後
に
発
生

す
る
と
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。
ゆ
え
に
、
上
官
が
事
後
に
─
─
部
下
に
よ
る
犯
罪
の
実
行
後
に
─
─
当
該
犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
の
処
罰
を

し
な
か
っ
た
り
、
捜
査
・
訴
追
の
た
め
の
付
託
を
し
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
上
官
は
二
八
条
に
基
づ
く
刑
事
責
任
を

問
わ
れ
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
核
犯
罪
そ
れ
自
体
の
実
行
に
は
─
─
因
果
的
に
事
前
に
は
─
─
寄
与
し
え
な
い
類
型
が
上
官
責
任

に
は
（
一
部
）
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る（（（（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
㈡
で
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
二
五
条
三
項
⒜
か
ら
⒟
の
類
型

は
、
す
べ
て
犯
罪
そ
れ
自
体
に
─
─
「
本
質
的
に
重
要
な
寄
与
」、「
実
質
的
な
寄
与
」
又
は
「
そ
の
他
の
方
法
で
〔
の
〕
寄
与
」
と

い
う
形
で
─
─
因
果
的
に
事
前
に
寄
与
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
、
客
観
的
要
素
（
と
り
わ
け
、
上
官
の
不
作
為
と
部
下

に
よ
る
犯
罪
の
実
行
と
の
間
の
因
果
関
係
）
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
二
五
条
三
項
は
（
こ
の
場
合
に
は
、
正
犯
だ
け
で
は
な
く
、
共
犯
も
）、

二
八
条
と
比
べ
て
、
犯
罪
に
対
す
る
事
前
の
寄
与
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
よ
り
高
度
の
も
の
が
要
求
さ
れ
て
い
る

と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
も
っ
と
重
要
な
こ
と
は
、「
実
行
従
属
性
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
㈠
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
正
犯
で
は
単
独
で
の
未

遂
処
罰
が
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
共
犯
で
は
単
独
で
の
未
遂
処
罰
は
許
さ
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
正
犯
に
よ
る
犯
罪
の
実
行
の
着

手
が
共
犯
に
基
づ
く
処
罰
の
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
五
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
上
官
責
任
も
、
部
下
で
あ
る
自
己
の

軍
隊
が
犯
罪
を
実
際
に
行
わ
な
け
れ
ば
処
罰
し
え
な
い
と
い
う
意
味
で
、
い
わ
ば
部
下
と
い
う
正
犯
に
対
す
る
上
官
責
任
の
実
行
従

属
性
の
よ
う
な
も
の
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
実
行
従
属
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
正
犯
こ
そ
が
犯
罪
に
対
す
る
関
与
の

基
本
形
態
で
あ
る
と
い
え
、
そ
の
こ
と
が
他
の
関
与
形
式
よ
り
も
正
犯
が
規
範
的
に
最
も
重
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
根
拠
づ
け
て
い

る
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、
基
本
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
実
行
従
属
性
の
有
無
も
、
正
犯
が
上
官
責
任
に
優
位
す
る
こ
と
を
示
唆
し
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て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

４　

主
観
的
要
素

　

主
観
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
端
的
に
、
上
官
責
任
（
二
八
条
）
の
主
観
的
要
件
よ
り
も
、
正
犯
・
共
犯
（
二
五
条
三
項
）
の
主
観

的
要
件
の
方
が
厳
格
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

ま
ず
、
四
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
二
五
条
三
項
⒜
は
三
〇
条
に
服
す
る
。
他
方
で
、
五
㈠
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
二
八
条
⒜
ⅰ
の

主
観
的
要
素
は
、「
知
っ
て
」
お
よ
び
「
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
の
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
ず
れ
も
三
〇
条
に

服
さ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
突
き
詰
め
て
い
え
ば
、
六
㈠
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
実
務
上
、
二
五
条
三

項
と
二
八
条
が
同
時
に
問
題
と
な
る
場
合
、
三
〇
条
に
基
づ
く
認
識
的
要
素
は
、
基
本
的
に
は
二
五
条
三
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
関

与
形
式
（
正
犯
・
共
犯
）
に
し
か
適
用
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る（（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
〇
条
に
服
す
る
か
否
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
観
的
要
素
の
要
件
に
大
き
な
違
い
を
も
た
ら
す
。
こ
の
場
合
、
す

で
に
六
㈠
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
実
務
上
、
三
〇
条
に
は
服
さ
な
い
上
官
責
任
に
必
要
と
さ
れ
る

認
識
は
、
三
〇
条
に
服
す
る
正
犯
の
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
認
識
よ
り
も
、
程
度
が
低
い
と
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、

主
観
的
要
素
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
正
犯
が
上
官
責
任
に
優
位
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

５　

小
括

　

以
上
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
、
ⅰ
条
文
上
の
論
拠
、
ⅱ
正
犯
性
を
根
拠
づ
け
る
行
為
支
配
、
ⅲ
客
観
的
要
素
、
お
よ
び
、
ⅳ
主

観
的
要
素
の
四
つ
の
観
点
か
ら
、
正
犯
（
二
五
条
三
項
⒜
）
は
上
官
責
任
（
二
八
条
⒜
）
に
優
越
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
前

者
に
お
い
て
後
者
よ
り
も
ⅱ
か
ら
ⅳ
の
点
で
そ
れ
ぞ
れ
高
度
の
基
準
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
正
犯
に
基
づ
く
帰
責
に
対
す
る
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非
難
が
、
上
官
責
任
に
基
づ
く
帰
責
に
対
す
る
非
難
よ
り
も
重
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者

が
同
時
に
問
題
と
な
る
場
合
、
正
犯
が
優
先
的
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
正
犯
が
適
用
さ
れ
え
な
い
場
合
に
は
じ
め
て
上
官

責
任
の
適
用
可
能
性
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

八　

量
刑
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か

　

こ
の
よ
う
に
正
犯
（
二
五
条
三
項
⒜
）
が
上
官
責
任
（
二
八
条
⒜
）
に
優
越
し
て
い
る
と
い
え
る
場
合
、
両
者
の
差
異
は
量
刑
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
相
違
は
、
量
刑
の
指
針
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
差
異
は
、「
犯
罪
の
重
大
さ
」
を
評
価
す
る
上
で
の
重
要
な
要
因
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
、
量
刑
段
階
で
も
考
慮
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る（（（（
（

。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
量
刑
に
関
す
る
規
定
と
し
て
は
、
ま
ず
、
七
八
条
が
重
要
で
あ
る
。
同
一
項
で
は
、
一
般
的
に
、「
裁
判
所
は
、

刑
の
量
定
に
当
た
り
…
…
犯
罪
の
重
大
さ
…
…
を
考
慮
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
は
両
者
の
質
的
な
差
異

が
量
刑
に
及
ぼ
す
影
響
を
、
は
っ
き
り
と
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

次
に
重
要
な
の
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
「
手
続
及
び
証
拠
に
関
す
る
規
則
」
一
四
五
条
で
あ
る
。
同
一
項
⒞
に
よ
れ
ば
、
七
八
条
一
項
に

従
っ
て
刑
の
量
定
を
す
る
際
に
は
、「
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
関
与
の
程
度
」（the degree of participation of the convicted 

person

）
も
考
慮
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
条
文
の
文
言
が
簡
素
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
た
し
か
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
は
「
関
与
の
程
度
」
を
量
刑
の

際
に
も
必
ず
考
慮
す
る
よ
う
要
求
す
る
明
示
の
規
定
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
二
五
条
、
二
八
条
お
よ
び
七
八
条
で
は
、
量
刑
の
際
に

は
関
与
形
式
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
や
、
あ
る
一
定
の
関
与
形
式
が
量
刑
を
必
要
的
で
あ
れ
任
意
的
で
あ
れ
加
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重
す
る
と
も
減
軽
す
る
と
も
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
も
正
犯
と
上
官
責
任
と
の
間
に
「
価
値
的
な
序
列
」
が
あ
る
と
す
れ
ば
、「
裁
判
官
の
過
度
に
広
範
な
裁

量
に
極
め
て
望
ま
し
い
制
限
を
課
す
…
…
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る（（（（
（

」。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
合
理
的
に
構
造
・
階
層
化
さ
れ
、
か
つ
、

段
階
化
さ
れ
た
評
価
は
…
…
量
刑
の
過
程
を
よ
り
透
明
…
…
な
も
の
に
し
て
、
事
後
検
証
を
可
能
に
す
る
」
か
ら
で
あ
る（（（（
（

。
言
い
換

え
れ
ば
、「
国
際
刑
法
上
の
…
…
主
要
な
刑
事
責
任
は
、
量
刑
の
段
階
に
入
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
表
明
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
す
で

に
関
与
形
式
の
段
階
で
適
切
に
評
価
さ
れ
て
い
る
べ
き
」
な
の
で
あ
る（（（（
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
正
犯
と
上
官
責
任
の
質
的
な
差
異
は
、
量
刑
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
は
、
具
体
的
な
事
案
の
相
違
を
無
視
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
件
に
お
い
て
、
正
犯
が
一
律
に
上
官
責
任
よ
り
も
重
く
な
る
こ
と
を
意

味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
に
、
正
犯
で
有
罪
と
さ
れ
た
ル
バ
ン
ガ
の
拘
禁
刑
は
一
四
年
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
上
官
責
任
で
有

罪
と
さ
れ
た
ベ
ン
バ
の
拘
禁
刑
は
一
八
年
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
両
者
に
お
け
る
量
刑
の
差
異
は
、
関
与
の
相
違
だ
け
に
起

因
し
て
い
る
わ
け
で
は
く
、
そ
の
他
の
諸
般
の
事
情
に
も
由
来
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

あ
く
ま
で
も
一
般
論
と
し
て
、
同
種
同
一
の
事
案
に
対
す
る
関
与
で
あ
れ
ば
、
正
犯
の
方
が
、
上
官
責
任
よ
り
も
規
範
的
に
重
い
と

評
価
で
き
る
た
め
、
そ
の
結
果
、
そ
の
よ
う
な
規
範
的
な
相
違
は
量
刑
に
も
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

九　

む
す
び

　

本
稿
の
検
討
の
結
果
、（
共
同
）
正
犯
（
二
五
条
三
項
⒜
）
の
成
立
要
件
に
お
い
て
、
上
官
責
任
（
二
八
条
⒜
）
の
そ
れ
よ
り
も
高

度
の
基
準
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
者
に
基
づ
く
帰
責
に
対
す
る
非
難
が
、
後
者
の
そ
れ

よ
り
も
重
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
適
用
が
同
時
に
問
題
と
な
る
場
合
、
検
討
の
順
序
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と
し
て
は
、
正
犯
が
優
先
的
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
正
犯
が
適
用
さ
れ
え
な
い
場
合
に
は
じ
め
て
上
官
責
任
の
適
用
可
能

性
が
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
、
最
後
に
三
つ
の
こ
と
を
述
べ
て
擱
筆
し
た
い
。

　

第
一
に
、
六
㈠
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
件
の
場
合
、
三
〇
条
に
服
す
る
か
否
か
が
共
同
正
犯
と
上
官
責
任
の
い
ず
れ
か
を
選
択

す
る
上
で
の
分
水
嶺
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
時
点
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
実
務
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
三
〇
条
に
服
す
る
の
に

対
し
て
、
後
者
は
服
さ
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
も
っ
ぱ
ら
三
〇
条
と
い
う
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
け
る
主
観
的
要
素
に
関
す
る
一

般
規
定
の
採
否
が
関
与
形
式
の
適
否
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
六
㈡
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
事
後
的
な
検
証

の
可
能
性
を
高
め
、
よ
り
精
緻
な
解
釈
論
を
模
索
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
正
犯
と
上
官
責
任
と
を
よ
り
多
角
的
に
─
─
主
観
的

要
素
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
要
素
に
つ
い
て
も
─
─
比
較
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
七
㈢
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
ⅰ
条
文
上
の
論
拠
、
ⅱ
正
犯
性
を
根
拠
づ
け
る
行
為
支
配
、
ⅲ
客
観
的
要
素
、
お
よ
び
、

ⅳ
主
観
的
要
素
の
四
つ
の
観
点
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
正
犯
は
上
官
責
任
に
優
越
す
る
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、
八
で
言
及
し
て
い

る
よ
う
に
、
同
種
同
一
の
事
案
に
対
す
る
関
与
で
あ
れ
ば
、
正
犯
の
方
が
、
上
官
責
任
よ
り
も
規
範
的
に
重
い
と
評
価
で
き
る
た
め
、

そ
の
よ
う
な
規
範
的
な
相
違
は
量
刑
に
も
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

第
三
に
、
第
二
で
指
摘
し
た
こ
と
が
、
共
犯
（
二
五
条
三
項
⒝
か
ら
⒟
）
と
上
官
責
任
（
二
八
条
⒜
）
と
の
間
の
関
係
に
お
い
て
も

同
様
に
い
え
る
の
か
ど
う
か
は
、
本
稿
で
は
、
ま
だ
十
分
に
は
解
明
で
き
な
か
っ
た
。
も
し
も
二
五
条
三
項
全
体
と
二
八
条
と
の
間

に
も
優
劣
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
─
─
例
え
ば
、
共
犯
も
上
官
責
任
に
優
位
す
る
帰
責
形
態
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
─
─
そ

れ
は
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
運
用
を
理
論
的
に
精
緻
化
し
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。
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（
1
）　

ル
バ
ン
ガ
事
件
に
つ
い
て
、
以
下
の
引
用
で
は
、
①
Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
〇
七
年
一
月
二
九
日
予
審
裁
判
部
第
一
法
廷
決
定 (Lubanga, 

ICC-01/04-01/06)

、
②
Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
一
二
年
三
月
一
四
日
第
一
審
裁
判
部
第
一
法
廷
判
決 (Lubanga, ICC-01/04-01/06)

、
お
よ
び
、

③
Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
一
四
年
一
二
月
一
日
上
訴
裁
判
部
判
決 (Lubanga, ICC-01/04-01/06 A

 5)

の
三
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
、
①
「Lubanga, 

PT
C I

」、
②
「Lubanga, T

C I

」、
お
よ
び
、
③
「Lubanga, A

C

」
と
略
記
す
る
。

（
2
）　

ベ
ン
バ
事
件
に
つ
い
て
、
以
下
の
引
用
で
は
、
①
Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
〇
九
年
六
月
一
五
日
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
決
定 (Bem

ba, ICC-
01/05-01/08)

、
お
よ
び
、
②
Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
一
六
年
三
月
二
一
日
第
一
審
裁
判
部
第
三
法
廷
判
決 (Bem

ba, ICC-01/05-01/08)

の
二
つ

を
そ
れ
ぞ
れ
、
①
「Bem

ba, PT
C II

」、
お
よ
び
、
②
「Bem
ba, T

C III

」
と
略
記
す
る
。
な
お
、
ベ
ン
バ
を
含
む
五
人
の
被
告
人
が

関
与
し
た
と
さ
れ
る
裁
判
の
運
営
に
対
す
る
犯
罪
（
七
〇
条
）
に
つ
い
て
の
有
罪
判
決
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
九
日
第
一
審

裁
判
部
第
七
法
廷
判
決 (Bem

ba et al., ICC-01/05-01/13)

）、
な
ら
び
に
、
同
有
罪
判
決
に
基
づ
い
て
ベ
ン
バ
に
一
年
の
拘
禁
刑
お
よ

び
三
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
罰
金
を
言
い
渡
し
た
量
刑
決
定
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
一
七
年
三
月
二
二
日
第
一
審
裁
判
部
第
七
法
廷
量
刑
決
定 (Bem

ba 
et al., ICC-01/05-01/13)

）
も
あ
る
。

（
3
）　

本
稿
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
条
文
番
号
の
み
表
記
す
る
。

（
4
）　

な
お
、
こ
の
際
、
二
五
条
三
項
と
二
八
条
は
、
そ
の
歴
史
的
な
生
成
過
程
が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
が
適
用
さ
れ
る
べ
き

か
と
い
う
競
合
の
関
係
に
そ
も
そ
も
な
い
─
─
優
劣
関
係
に
も
並
列
関
係
に
も
な
い
ま
っ
た
く
別
次
元
の
関
係
に
あ
る
─
─
の
で
は
な
い

か
と
い
う
異
論
が
あ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
二
五
条
三
項
は
正
犯
・
共
犯
な
ど
の
（
平
時
の
）
国
内
刑
法
の
古
典
的
な
法
概
念
に
由
来
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
二
八
条
は
上
官
責
任
と
い
う
（
戦
時
の
）
国
際
法
に
固
有
の
法
概
念
に
根
差
し
て
い
る
た
め
、
そ
も
そ
も
の
適
用

場
面
が
─
─
平
時
な
の
か
戦
時
な
の
か
と
い
う
点
で
─
─
異
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
検
討
す
る
ベ
ン
バ
事
件
で
は
、

現
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
検
察
局
に
よ
っ
て
共
同
正
犯
と
上
官
責
任
の
両
者
で
起
訴
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
適
用
が
実
際
に
同
時
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
異
論
に
は
あ
ま
り
実
益
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
5
）　

Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
一
六
年
九
月
二
七
日
第
一
審
裁
判
部
第
八
法
廷
判
決 (A

l M
ahdi, ICC-01/12-01/15), para. 60.

（
6
）　

二
八
条
に
お
け
る
「
軍
の
指
揮
官
」
と
「
文
民
の
上
官
」
と
の
区
別
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
多
分
に
あ
る
。
こ
の
点
、

こ
の
よ
う
な
区
別
の
困
難
性
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
、G

erhard W
erle/Florian Jeßberger, V

ölkerstrafrecht, 4. 
A

ufl., T
übingen 2016, Rn. 616

な
ど
が
あ
る
。
な
お
、N

ora K
arsten, D

istinguishing M
ilitary and N

on-m
ilitary Superiors 
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– Reflections on the Bem
ba Case at the ICC, Journal of International Crim

inal Justice (hereinafter: JICJ), V
ol. 7 

(2009), pp. 983 et seq.

も
参
照
。

（
7
）　Bem

ba, PT
C II, para. 1; Bem

ba, T
C III, para. 1.

（
8
）　Bem

ba, PT
C II, paras. 448.

（
9
）　Bem

ba, PT
C II, paras. 455, 457; Bem

ba, T
C III, paras. 1, 384-389, 390-393, 697 et seq.

（
10
）　

実
際
の
判
決
文
で
は
、
膨
大
な
事
実
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
た
め
、
以
下
で
示
す
の
は
、
全
容
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
概
要
に
す
ぎ

な
い
。

（
11
）　

犯
罪
地
が
Ｃ
Ａ
Ｒ
で
あ
る
た
め
、
本
件
の
事
態
も
、
被
告
人
の
国
籍
国
で
あ
る
Ｄ
Ｒ
Ｃ
の
事
態
と
し
て
で
は
な
く
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
事
態

と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
係
属
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
二
条
二
項
⒜
前
段
お
よ
び
⒝
も
参
照
。

（
12
）　Bem

ba, PT
C II, para. 246; Bem

ba, T
C III, para. 656.

（
13
）　Bem

ba, PT
C II, paras. 140, 165, 277, 286, 322; Bem

ba, T
C III, paras. 694-695. 

な
お
、
本
件
の
第
一
審
裁
判
部
に
よ
る
判

決
文
に
は
、
被
害
者
お
よ
び
実
行
犯
で
あ
る
兵
士
の
人
数
に
つ
い
て
の
明
確
な
記
載
は
な
い
。
し
か
し
、
被
害
者
に
つ
い
て
は
、
判
決
文

の
「
第
六
節　

法
的
認
定
」（V
I. Legal Findings

）
か
ら
推
測
す
る
と
、
起
訴
状
記
載
の
期
間
中
、
ベ
ン
バ
の
部
下
は
、
三
名
を
殺
害

し
（Bem

ba, T
C III, para. 624

）、
三
〇
名
近
く
を
強
姦
し
（Bem

ba, T
C III, para. 633

）、
か
つ
、
約
三
〇
名
か
ら
略
奪
を
行
っ
た

（Bem
ba, T

C III, para. 640

）
よ
う
で
あ
る
。
他
方
で
、
実
行
犯
で
あ
る
兵
士
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
の
み
が

認
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
氏
名
や
人
数
な
ど
の
詳
細
は
、
実
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
一
部
の
部
隊
長
な
ど
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
不
明
で
あ
る
。

（
14
）　Bem

ba, T
C III, para. 706.

（
15
）　Bem
ba, T

C III, para. 697.

（
16
）　Bem

ba, T
C III, paras. 697, 704.

（
17
）　Bem

ba, T
C III, paras. 707-708.

（
18
）　Bem

ba, T
C III, paras. 710-717.

（
19
）　Bem

ba, T
C III, para. 709.

（
20
）　Bem

ba, T
C III, para. 729.
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（
21
）　Bem

ba, T
C III, para. 736.

（
22
）　Bem

ba, T
C III, para. 737.

（
23
）　Bem

ba, T
C III, para. 721.

（
24
）　Bem

ba, T
C III, paras. 720, 722-725, 733.

（
25
）　Bem

ba, T
C III, para. 726.

（
26
）　Bem

ba, T
C III, para. 730.

（
27
）　

Ｉ
Ｃ
Ｃ 
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
日
検
察
局
起
訴
状 (Bem
ba, ICC-01/05-01/08-136-A

nxA
), pp. 26-30.

（
28
）　

Ｉ
Ｃ
Ｃ 
二
〇
〇
九
年
三
月
三
日
予
審
裁
判
部
第
三
法
廷
決
定 (Bem

ba, ICC-01/05-01/08), para. 46; Bem
ba, PT

C II, paras. 
15, 341.

（
29
）　

Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
〇
九
年
三
月
三
〇
日
検
察
局
修
正
起
訴
状 (Bem

ba, ICC-01/05-01/08-395-A
nx3), paras. 57, 88, 131.

（
30
）　

Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
一
六
年
六
月
二
一
日
第
一
審
裁
判
部
第
三
法
廷
量
刑
決
定 (Bem

ba, ICC-01/05-01/08), para. 97.

（
31
）　

ル
バ
ン
ガ
事
件
に
関
す
る
邦
文
献
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
予
審
段
階
ま
で
に
つ
い
て
は
、
村
井
伸
行
「
国
際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ

Ｃ
）
に
対
す
る
違
法
な
逮
捕
・
勾
留
に
基
づ
く
手
続
中
止
の
申
請
─
─
ル
バ
ン
ガ
・
デ
ィ
ー
ロ
事
件
」
国
際
人
権
一
八
号
（
二
〇
〇
七

年
）
一
三
三
頁
以
下
、
第
一
審
段
階
ま
で
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン
「
正
犯
概
念
再
考
─
─
ル
バ
ン
ガ
事
件
判
決
と
国
際

刑
法
に
お
け
る
共
同
正
犯
論
の
展
開
を
素
材
に
─
─
」
法
学
研
究
八
七
巻
五
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
頁
以
下
、
石
井
由
梨
佳
「
国
際
刑
事

裁
判
所
と
戦
争
犯
罪
─
─
ル
バ
ン
ガ
事
件
判
決
の
評
価
を
中
心
に
─
─
」
国
際
法
研
究
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
〇
七
頁
以
下
、
稲
角
光

恵
「
国
際
刑
事
裁
判
所
初
の
ル
バ
ン
ガ
事
件
判
決
の
意
義
と
課
題
」
金
沢
法
学
五
五
巻
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
六
三
頁
以
下
、
木
原
正
樹

「〔
48
〕
ル
バ
ン
ガ
事
件
」
杉
原
高
嶺
＝
酒
井
啓
亘
〔
編
〕『
国
際
法
基
本
判
例
50
〔
第
二
版
〕』
三
省
堂
（
二
〇
一
四
年
）
所
収
一
九
〇
頁

以
下
、
坂
本
一
也
「
戦
争
犯
罪
と
し
て
の
子
ど
も
兵
士
の
使
用
─
─
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
るLubanga

事
件
判
決
の
分
析
か
ら
」
岐
阜
大
学

教
育
学
部
研
究
報
告
人
文
科
学
六
一
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年
）
二
一
頁
以
下
、
東
澤
靖
「
判
例
紹
介 

国
際
刑
事
裁
判
所
に
お
け
る
最
初

の
有
罪
判
決
─
─
ル
バ
ン
ガ
事
件
［
国
際
刑
事
裁
判
所
第
一
審
裁
判
部
二
〇
一
二
・
三
・
一
四
判
決
、
同
年
七
・
一
〇
決
定
〔
上
訴
〕］」

国
際
人
権
二
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
三
八
頁
以
下
、
上
訴
審
段
階
ま
で
に
つ
い
て
は
、
後
藤
啓
介
「
国
際
刑
事
法
に
お
け
る
行
為
支
配

論
と
共
同
正
犯
（
一
）・（
二
）・（
三
・
完
）
─
─
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
日
の
国
際
刑
事
裁
判
所
ル
バ
ン
ガ
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
を
契
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機
と
し
て
─
─
」
亜
細
亜
法
学
五
〇
巻
一
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
（
一
九
〇
）
頁
以
下
・
同
五
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
（
二
六

六
）
頁
以
下
・
同
五
一
巻
一
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
（
一
九
四
）
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
32
）　Lubanga, A

C, para. 462.

な
お
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
け
る
正
犯
概
念
に
関
す
る
邦
文
献
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ

ス
テ
ン
「
国
際
刑
法
に
お
け
る
『
正
犯
』
概
念
の
形
成
と
意
義
─
─
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
組
織
支
配
に
基
づ
く
間
接
正
犯
概
念
の
胎
動
」
川

端
博
ほ
か
〔
編
〕『
理
論
刑
法
学
の
探
究
③
』
成
文
堂
（
二
〇
一
〇
年
）
所
収
一
一
一
頁
以
下
、
後
藤
啓
介
「
国
際
刑
事
裁
判
所
に
お
け

る
行
為
支
配
論
の
展
開
─
─
正
犯
概
念
と
の
関
係
を
中
心
に
─
─
」
国
際
人
権
二
六
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
〇
九
頁
以
下
、
増
田
隆

「
ロ
ー
マ
規
程
に
お
け
る
共
同
正
犯
の
射
程
」
帝
京
法
学
二
九
巻
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
五
五
一
頁
以
下
、
同
「
国
際
刑
法
に
お
け
る
正

犯
処
罰
の
系
譜
と
判
例
理
論
の
継
受
─
─
共
同
謀
議
か
ら
共
同
犯
罪
企
図
を
経
て
ロ
ー
マ
規
程
へ
─
─
」
高
橋
則
夫
ほ
か
〔
編
〕『
曽
根

威
彦
先
生
・
田
口
守
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
〔
上
巻
〕』
成
文
堂
（
二
〇
一
四
年
）
八
九
三
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
33
）　

詳
し
く
は
、
後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
〇
巻
一
号
）
一
九
（
一
七
二
）
頁
以
下
を
参
照
。

（
34
）　Lubanga, PT

C I, para. 320; Lubanga, T
C I, paras. 996-999; Lubanga, A

C, para. 462.

（
35
）　Lubanga, T

C I, Separate O
pinion of Judge A

drian Fulford, paras. 6-9; 

Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
八
日
第
一
審
裁

判
部
第
二
法
廷
判
決 (Chui, ICC-01/04-02/12-4), Concurring O

pinion of Judge Christine van den W
yngaert, paras. 22-30.

（
36
）　M

arkus D
. D

ubber, Crim
inalizing Com

plicity – A
 Com

parative A
nalysis, JICJ, V

ol. 5 (2007), pp. 1000 et seq.; 
Leila N

adya Sadat/Jarrod M
. Jolly, Seven Canons of ICC T

reaty Interpretation – M
aking Sense of A

rticle 25ʼs 
Rorschach Blot, Leiden Journal of International Law

 (hereinafter: LJIL), V
ol. 27 (2014), pp. 782 et seq.; Jam

es G
. 

Stew
art, T

he End of ʻM
odes of Liabilityʼ for International Crim

es, LJIL, V
ol. 25 (2012), pp. 165, 205 et seq.

（
37
）　K

ai A
m

bos, T
reatise on International Crim

inal Law
, V

ol. I – Foundations and General Part, O
xford 2013, pp. 

146 et seq.; A
ndreas H

erzig, D
ie T

atherrschaftslehre in der Rechtsprechung des Internationalen Strafgerichtshofs, 
Zeitschrift für Internationale Strafrechtsdogm

atik, Bd. 4 (2013), S. 197 f.; E
lies van Sliedregt, Individual Crim

inal 
Responsibility in International Law

, O
xford 2012, pp. 37, 65 et seq.; H

ans V
est, Problem

s of Participation – 
U

nitarian, D
ifferentiated A

pproach, or Som
ething Else?, JICJ, V

ol. 12 (2014), pp. 295, 302 et seq.; G
erhard W

erle, 
Individual Crim

inal Responsibility in A
rticle 25 ICC Statute, JICJ, V

ol. 5 (2007), pp. 956 et seq.; G
erhard W

erle/
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Boris Burghardt, Establishing D

egrees of International Crim
inal Responsibility – M

odes of Participation in A
rticle 

25 of the ICC Statute, in: E
lies vanSliederegt/Sergev V

asiliev (eds.), Pluralism
 in International Crim

inal Law
, O

xford 
2014, pp. 306 et seq.; W

erle/Jeßberger, a.a.O
. (Fn. 6), Rn. 544 f.; 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ス
テ
ン
「
国
際
刑
法
に
お
け
る
行
為
支
配
論

と
正
犯
概
念
の
新
展
開
─
─
多
元
的
関
与
形
式
体
系
の
意
義
─
─
」
井
田
良
ほ
か
〔
編
〕『
川
端
博
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
〔
上
巻
〕』
成

文
堂
（
二
〇
一
四
年
）
所
収
四
九
二
頁
以
下
、
後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
〇
巻
一
号
）
一
八
（
一
七
三
）
頁
以
下
、
森
下
忠

『
国
際
刑
法
学
の
課
題
』
成
文
堂
（
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
四
頁
な
ど
参
照
。

（
38
）　

行
為
支
配
論
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
通
説
で
あ
り
、
日
本
で
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、Bernd Schünem

ann, 

§ 
25 StGB, in: H

einrich W
illhelm

 Laufhütte u.a. (H
rsg.), Leipziger K

om
m

entar zum
 Strafgesetzbuch, Bd. 1., 12. A

ufl., 
Berlin 2006, Rn. 7; 

井
田
良
『
講
義
刑
法
学
・
総
論
』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
八
年
）
四
三
七
頁
以
下
な
ど
参
照
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
お
け

る
行
為
支
配
論
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
〇
巻
一
号
）
二
二
（
一
六
九
）
頁
以
下
お
よ
び
四
二
（
一
四

九
）
頁
以
下
も
参
照
。

（
39
）　Lubanga, PT

C I, para. 330.

（
40
）　Lubanga, T

C I, para. 1003; Lubanga, A
C, para. 473.

（
41
）　

詳
し
く
は
、
後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
〇
巻
一
号
）
四
四
（
一
四
七
）
頁
な
ど
参
照
。

（
42
）　Lubanga, PT

C I, paras. 342, 347; Lubanga, A
C, para. 473.

（
43
）　Claus R

oxin, T
äterschaft und T

atherrschaft, 9. A
ufl., Berlin/Boston 2015, S. 278 f.

（
44
）　

詳
し
く
は
、
後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
〇
巻
一
号
）
二
二
（
一
六
九
）
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
45
）　Lubanga, T
C I, para. 1018.

本
文
中
の
強
調
お
よ
び
捕
捉
は
筆
者
に
よ
る
も
の
。

（
46
）　

要
素
ⅰ
と
ⅱ
に
つ
い
て
は
、
予
審
裁
判
部
か
ら
上
訴
裁
判
部
ま
で
一
貫
し
て
是
認
さ
れ
て
い
る
（Lubanga, PT

C I, paras. 343-
348; Lubanga, T

C I, paras. 989-1006; Lubanga, A
C, paras. 456-499

）
の
に
対
し
て
、
要
素
ⅲ
に
つ
い
て
は
、
予
審
裁
判
部
の
見

解
は
採
用
さ
れ
ず
、
第
一
審
裁
判
部
お
よ
び
上
訴
裁
判
部
で
是
認
さ
れ
て
い
る
（Lubanga, T

C I, paras. 984-986, 1007-1013; 
Lubanga, A

C, paras. 446-451

）。

（
47
）　

詳
し
く
は
、
後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
〇
巻
二
号
）
三
（
二
六
四
）
頁
以
下
お
よ
び
同
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
一
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巻
一
号
）
二
（
一
九
三
）
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

（
48
）　

詳
し
く
は
、
後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
一
巻
一
号
）
一
七
（
一
七
八
）
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。

（
49
）　

三
〇
条
に
関
す
る
近
時
の
邦
文
献
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
横
濱
和
弥
「
国
際
刑
法
に
お
け
る
犯
罪
の
主
観
的
成
立
要
件
に
つ
い
て

─
─
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
三
〇
条
に
お
け
る
『Intent and K

now
ledge

』
の
意
義
─
─
」
法
学
政
治
学
論
究
一
〇
九
号
（
二
〇
一

六
年
）
六
七
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
一
巻
一
号
）
一
七
（
一
七
八
）
頁
以
下
も
参
照
。

（
50
）　

本
来
、
日
本
刑
法
上
の
用
語
で
い
う
「
故
意
」
は
「
認
識
」
を
当
然
に
前
提
と
す
る
（「
故
意
」
に
は
「
認
識
」
が
含
ま
れ
て
い
る
）

の
で
あ
る
か
ら
、「
故
意
」
と
「
認
識
」
が
重
畳
的
に
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
の
訳
語
は
、
混
乱
を
招
く
虞
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
主

眼
は
三
〇
条
を
論
ず
る
こ
と
に
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
公
定
訳
に
従
っ
て
お
く
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜

細
亜
法
学
五
一
巻
一
号
）
二
四
（
一
七
一
）
頁
注
295
な
ど
も
参
照
。
ま
た
、
横
濱
（
前
掲
注
49
）
七
〇
頁
で
も
、
同
様
の
理
由
か
ら
、
こ

の
日
本
語
公
定
訳
に
は
「
違
和
感
を
覚
え
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
51
）　Lubanga, A

C, paras. 449-450.

（
52
）　Lubanga, PT

C I, paras. 349-355. 

（
53
）　Bem

ba, PT
C II, para. 363.

（
54
）　Bem

ba, PT
C II, paras. 365-367.

（
55
）　Lubanga, T

C I, paras. 984-986, 1007-1013.

（
56
）　Lubanga, A
C, paras. 446-451.

（
57
）　Lubanga, A

C, paras. 446-447, 451.

（
58
）　Lubanga, A

C, paras. 449-450.

（
59
）　

二
八
条
に
関
す
る
邦
文
献
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
永
福
誠
也
『
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
第
二
八
条
に
み
る
上
官
責
任
の
考
察
』
内
外

出
版
（
二
〇
一
四
年
）、
横
濱
和
弥
「
国
際
刑
法
に
お
け
る
『
上
官
責
任
』
に
関
す
る
一
考
察
─
─
日
本
刑
法
上
の
諸
概
念
と
の
対
比
を

中
心
に
─
─
」
法
学
政
治
学
論
究
九
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
三
六
五
頁
以
下
、
同
「
国
際
刑
法
に
お
け
る
『
上
官
責
任
』
と
そ
の
国
内
法

化
の
態
様
に
関
す
る
一
考
察
─
─
ド
イ
ツ
『
国
際
刑
法
典
』
を
素
材
と
し
て
─
─
」
法
学
政
治
学
論
究
九
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
〇
一

頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。
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（
60
）　

二
八
条
の
見
出
し
で
は
「
指
揮
官
そ
の
他
の
上
官
の
責
任
」（Responsibility of com

m
anders and other superiors

）
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
特
に
書
き
分
け
て
い
な
い
限
り
、
本
稿
で
は
、「
上
官
」
と
い
う
言
葉
を
軍
事
関
係
の
上
位
者
を
意
味
す
る

「
指
揮
官
」
を
も
含
め
た
二
八
条
⒜
・
⒝
全
体
の
刑
事
責
任
の
主
体
を
指
す
広
い
意
味
で
使
用
す
る
。
ま
た
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、

「
上
官
〔
の
〕
責
任
」
と
い
う
概
念
も
、「
指
揮
官
〔
の
〕
責
任
」
を
含
む
広
い
意
味
で
使
用
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、K

ai A
m

bos, 
D

er A
llgem

eine T
eil des V

ölkerstrafrechts – A
nsätze einer D

ogm
atisierung, 2. A

ufl., Berlin 2004, S. 666 f.; W
erle/

Jeßberger, a.a.O
. (Fn. 6), Rn. 602

な
ど
も
参
照
。

（
61
）　

横
濱
（
前
掲
注
59
・
法
学
政
治
学
論
究
九
二
号
）
三
七
六
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
62
）　Bem

ba, T
C III, para. 171; Bem

ba, PT
C II, para. 341.

（
63
）　Bem

ba, T
C III, para. 170.

（
64
）　

な
お
、
本
件
の
予
審
裁
判
部
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
当
該
六
要
件
の
う
ち
の
要
件
ａ
「
軍
隊
が
…
…
裁
判
所
〔
Ｉ
Ｃ
Ｃ
〕
の
管
轄
権
の

範
囲
内
に
あ
る
犯
罪
を
行
っ
た
こ
と
」
以
外
の
五
要
件
が
明
示
的
に
列
挙
さ
れ
（Bem

ba, PT
C II, para. 407

）、
要
件
ａ
は
、
要
件
ｃ

や
要
件
ｄ
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
た
め
、
独
立
し
た
要
件
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
65
）　

永
福
（
前
掲
注
59
）
二
〇
一
頁
以
下
お
よ
び
二
七
九
頁
以
下
も
参
照
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
を
「
客
観
的
処
罰
要
件
」
と
み
な
す
余
地

も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

（
66
）　
「effective control

」
の
訳
語
に
つ
い
て
は
、
横
濱
（
前
掲
注
59
・
法
学
政
治
学
論
究
九
二
号
）
三
七
一
頁
お
よ
び
注
18
の
よ
う
に
、

「
実
効
的
〔
な
〕
支
配
」
と
訳
出
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
差
し
当
た
り
公
定
訳
に
従
っ
て
お
く
。

（
67
）　

横
濱
（
前
掲
注
59
・
法
学
政
治
学
論
究
九
二
号
）
三
七
一
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
68
）　Bem

ba, PT
C II, para. 415.

（
69
）　Bem

ba, T
C III, para. 183.

（
70
）　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ 

二
〇
〇
一
年
二
月
二
〇
日
上
訴
裁
判
部
判
決(M

ucić et al., IT
-96-21-A

), paras. 190-198, 256.

（
71
）　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ 

二
〇
〇
二
年
七
月
三
日
上
訴
裁
判
部
判
決 (Bagilishem

a, ICT
R-95-1A

-A
), para. 51.

（
72
）　Bem

ba, T
C III, Separate O

pinion of Judge K
uniko O

zaki（
尾
﨑
久
仁
子
）, paras. 9-11; Bem

ba, T
C III, Separate 

O
pinion of Judge Sylvia Steiner, para. 7. 

ま
た
、
邦
文
献
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
横
濱
和
弥
「
国
際
刑
法
に
お
け
る
上
官
責
任
の
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処
罰
対
象
と
し
て
の
不
作
為
─
─
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
二
八
条
を
中
心
に
─
─
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
三
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
頁

以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
73
）　Bem

ba, PT
C II, paras. 354, 479.

（
74
）　

な
お
、
本
件
で
は
、
ベ
ン
バ
が
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
軍
隊
に
よ
る
犯
罪
を
「
知
っ
て
」
い
た
と
認
定
さ
れ
て
い
る
（Bem

ba, PT
C II, para. 

478; Bem
ba, T

C III, para. 717

）。
そ
の
た
め
、「
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
い
う
主
観
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
本
件
の
第
一
審

裁
判
部
で
は
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
（Bem

ba, T
C III, paras. 196, 718

）。
た
だ
し
、Bem

ba, PT
C II, paras. 432-434

も
参
照
。

（
75
）　

例
え
ば
、K

ai A
m

bos, Internationales Strafrecht: Strafanw
endungsrecht – V

ölkerstrafrecht – Europäisches 
Strafrecht – Rechtshilfe, 4. A

ufl., M
ünchen 2014, 

§ 7 Rn. 58

は
、
二
八
条
⒜
ⅰ
の
「
知
っ
て
お
り
」
と
い
う
基
準
で
は
、「
第

二
段
階
の
直
接
的
故
意
」（dolus directus 2. Grades

）
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

（
76
）　Bem

ba, PT
C II, para. 479.

（
77
）　Bem

ba, T
C III, para. 194.

（
78
）　Bem

ba, PT
C II, para. 435.

（
79
）　Bem

ba, T
C III, para. 201.

（
80
）　

な
お
、
こ
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
諸
種
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
の
諸
規
程
で
は
、「
防
止
す
る
た
め
又
は
…
…
処
罰
す
る
た

め
」（to prevent [

…] or to punish

）
と
規
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
明
文
上
は
、
二
つ
の
義
務
─
─
す
な
わ
ち
、「
防
止
義
務
」
お
よ

び
「
処
罰
義
務
」
─
─
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

（
81
）　Bem
ba, PT

C II, para. 436.

（
82
）　Bem

ba, T
C III, paras. 202-209.

（
83
）　Bem

ba, PT
C II, para. 437; Bem

ba, T
C III, para. 202.

（
84
）　Bem

ba, PT
C II, para. 439; Bem

ba, T
C III, paras. 205-206.

（
85
）　Bem

ba, PT
C II, para. 439; Bem

ba, T
C III, para. 205.

（
86
）　Bem

ba, PT
C II, para. 440; Bem

ba, T
C III, para. 208
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（
87
）　Bem

ba, PT
C II, para. 442; Bem

ba, T
C III, para. 209.

（
88
）　Bem

ba, PT
C II, para. 440; Bem

ba, T
C III, para. 208.

（
89
）　

横
濱
（
前
掲
注
72
） 

七
頁
な
ど
参
照
。

（
90
）　Bem

ba, PT
C II, para. 424.

（
91
）　

も
っ
と
も
、
こ
の
三
つ
の
義
務
の
懈
怠
と
部
下
に
よ
る
犯
罪
の
実
行
と
の
間
の
因
果
関
係
を
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
必
要
で
あ
る
と

す
る
見
解
も
あ
る
（O

zaki, supra note 72, para. 13, 17; Steiner, supra note 72, para. 14.

）。
す
な
わ
ち
、
当
該
部
下
の
「
管
理

を
適
切
に
行
わ
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
」
と
い
う
「
条
項
の
位
置
が
シ
ャ
ポ
ー
規
定
に
あ
る
こ
と
は
、
当
該
条
項
が
二
八
条
⒜
の
下
位
条

項
〔the sub-clauses

〕
を
介
し
て
首
尾
一
貫
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
を
必
然
的
に
し
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
二
八

条
の
シ
ャ
ポ
ー
規
定
に
い
う
「
管
理
を
適
切
に
行
わ
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
」
と
い
う
語
句
が
無
意
味
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
抑

止
（
処
罰
）
義
務
又
は
付
託
義
務
の
い
ず
れ
か
の
懈
怠
で
あ
っ
て
も
、
シ
ャ
ポ
ー
規
定
に
い
う
「
管
理
を
適
切
に
行
〔
う
〕」
と
い
う
一

般
的
な
義
務
の
懈
怠
と
犯
罪
の
実
行
と
の
間
の
因
果
性
の
要
件
が
な
お
存
続
し
て
い
る
た
め
、
結
局
、
抑
止
（
処
罰
）
義
務
又
は
付
託
義

務
の
懈
怠
と
犯
罪
の
実
行
と
の
間
に
も
因
果
性
の
要
件
が
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
横
濱
（
前
掲
注
72
）

六
頁
以
下
を
参
照
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
件
の
第
一
審
裁
判
部
第
三
法
廷
判
決
で
は
、
抑
止
（
処
罰
）
義
務
お
よ
び
付
託
義
務

の
い
ず
れ
も
犯
罪
の
実
行
後
に
生
ず
る
と
さ
れ
て
い
る
（Bem

ba, T
C III, para. 209

）。

（
92
）　Bem

ba, PT
C II, para. 479.

（
93
）　Bem

ba, PT
C II, paras. 372 et seq., esp. 400-401.

（
94
）　Bem

ba, PT
C II, para. 350.

（
95
）　Ibid.

（
96
）　Ibid.

（
97
）　Bem
ba, PT

C II, para. 370.

（
98
）　Bem

ba, PT
C II, para. 371.

（
99
）　Bem

ba, PT
C II, para. 372.

な
お
、
三
㈢
で
こ
れ
ら
の
要
件
に
あ
え
て
言
及
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
共
同
正
犯
の
主
観
的

要
件
が
─
─
ル
バ
ン
ガ
事
件
の
予
審
裁
判
部
第
一
法
廷
が
は
じ
め
て
提
唱
し
た
要
件
で
あ
る
も
の
の
─
─
そ
の
後
の
第
一
審
裁
判
部
第
一
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法
廷
判
決
お
よ
び
上
訴
裁
判
部
判
決
で
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、Lubanga, PT

C I, paras. 344, 
361-362, 366-367; Lubanga, T

C I, para. 1018; Lubanga, A
C, paras. 441-451. 

ま
た
、
後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
一
巻

一
号
）
一
九
（
一
七
六
）
頁
以
下
、
三
一
（
一
六
四
）
頁
以
下
お
よ
び
四
一
（
一
五
四
）
頁
以
下
な
ど
も
参
照
。

（
100
）　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ 

一
九
九
八
年
一
一
月
一
六
日
第
一
審
裁
判
部
判
決(M
ucić et al., IT

-96-21), paras. 1221-1222; 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ 

二
〇
〇
三

年
一
二
月
一
日
第
一
審
裁
判
部
第
二
法
廷
判
決 (K

ajelijeli, ICT
R-98-44A

-T
), paras. 842, 843, 905, 906.

（
101
）　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ 
二
〇
〇
四
年
七
月
二
九
日
上
訴
裁
判
部
判
決 (Blaškić, IT

-95-14-A
), paras. 91-92; 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ 

二
〇
〇
四
年
一
二
月

一
七
日
上
訴
裁
判
部
判
決(K

ordić and Čerkez, IT
-95-14/2-A

), paras. 34-35; 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ 

二
〇
〇
五
年
五
月
二
三
日
上
訴
裁
判
部
判

決(K
ajelijeli, ICT

R-98-44A
-A

), para. 81. 

な
お
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ 

二
〇
〇
一
年
八
月
二
日
第
一
審
裁
判
部
判
決(K

rstić, IT
-98-33-T

), 
para. 605;

横
濱
（
前
掲
注
59
・
法
学
政
治
学
論
究
九
二
号
）
三
八
二
頁
以
下
も
参
照
。

（
102
）　

例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ 
二
〇
〇
四
年
七
月
二
九
日
上
訴
裁
判
部
判
決(Blaškić, IT

-95-14-A
), paras. 91-92

な
ど
参
照
。

（
103
）　

後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
〇
巻
一
号
）
五
（
一
八
六
）
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
104
）　
Ｊ
Ｃ
Ｅ
に
関
す
る
邦
文
献
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
木
原
正
樹
「
旧
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
判
例
上
の
『
共
同
犯
罪
実
体
』
概
念

─
─
そ
の
意
義
と
問
題
点
を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
に
─
─
」
松
田
竹
男
ほ
か
〔
編
〕『
現
代
国
際
法
の
思
想
と
構
造
Ⅱ
─
─
環
境
、
海
洋
、

刑
事
、
紛
争
、
展
望
』
東
信
堂
（
二
〇
一
二
年
）
所
収
二
二
三
頁
以
下
、
佐
藤
宏
美
「
共
同
犯
罪
集
団
（Joint Crim

inal Enterprise

）

の
法
理
と
慣
習
国
際
刑
法
」
国
際
法
外
交
雑
誌
一
一
一
巻
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
一
頁
以
下
、
竹
村
仁
美
「
国
際
刑
事
法
に
お
け
る
Ｊ

Ｃ
Ｅ
（Joint Crim
inal Enterprise

）
の
概
念
㈠
・
㈡
」
一
橋
法
学
六
巻
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
九
六
五
頁
以
下
・
同
六
巻
三
号
（
二

〇
〇
七
年
）
一
四
一
七
頁
以
下
、
多
谷
千
香
子
『
戦
争
犯
罪
と
法
』
岩
波
書
店
（
二
〇
〇
六
年
）
一
〇
一
頁
以
下
な
ど
参
照
。
ま
た
、
同

法
理
の
統
一
的
正
犯
概
念
を
彷
彿
と
さ
せ
る
運
用
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
オ
ス
テ
ン
（
前
掲
注
32
）
一
一
五
頁

以
下
な
ど
参
照
。

（
105
）　

後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
〇
巻
一
号
）
三
五
（
一
五
六
）
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
106
）　

Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
〇
六
年
三
月
一
七
日
予
審
裁
判
部
決
定(Lubanga, ICC-01/04-01/06-8-U

S-Corr), para. 78; Lubanga, PT
C I, 

para. 320.

（
107
）　Lubanga, T

C I, para. 977.
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（
108
）　Bem

ba, PT
C II, paras. 342, 402.

（
109
）　Bem

ba, T
C III, para. 173.

（
110
）　Bem

ba, T
C III, para. 174.

（
111
）　

ベ
ン
バ
事
件
の
予
審
裁
判
部
第
二
法
廷
に
よ
る
当
該
決
定
以
外
に
前
記
①
の
立
場
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
Ｉ

Ｃ
Ｃ 
二
〇
〇
八
年
九
月
三
〇
日
予
審
裁
判
部
第
一
法
廷
決
定 (K

atanga and Chui, ICC-01/04-01/07), para. 471

な
ど
も
参
照
。

（
112
）　W

erle/Jeßberger, a.a.O
. (Fn. 6), Rn. 609.

（
113
）　O

zaki, supra note 72, para. 6.

（
114
）　Sum

m
ary of the Proceedings of the Preparatory Com

m
ittee D

uring the Period 25 M
arch-12 A

pril 1996, U
N

 
D

oc A
/A

C.249/1, 7 M
ay 1996, p. 85; A

pplicable Law
 and General Principles of Law

, W
orking paper subm

itted by 
Canada, U

N
 D

oc A
/A

C.249/L.4, 6 A
ugust 1996, p. 15.

（
115
）　Bem

ba, T
C III, para. 174.

（
116
）　A

m
bos, supra note 37, p. 190; 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ 

二
〇
〇
六
年
一
一
月
三
〇
日
上
訴
裁
判
部
判
決 (G

alić, IT
-98-29-A

), para. 176; 
O

zaki, supra note 72, para. 7 w
ith fn. 4.

（
117
）　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ 

二
〇
〇
一
年
二
月
二
六
日
第
一
審
裁
判
部
判
決 (K

ordić and Čerkez, IT
-95-14/2-T

), para. 371; O
zaki, supra 

note 72, para. 7.

（
118
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
横
濱
（
前
掲
注
59
・
法
学
政
治
学
論
究
九
二
号
）
三
八
八
頁
も
参
照
。

（
119
）　Bem

ba, PT
C II, para. 436; Bem

ba, T
C III, paras. 202-209.

（
120
）　

た
だ
し
、
前
掲
注
91
の
よ
う
に
、
三
つ
の
義
務
す
べ
て
に
部
下
に
よ
る
犯
罪
と
の
因
果
関
係
を
必
要
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

（
121
）　

な
お
、
七
〇
条
に
も
三
〇
条
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
裁
判
例
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ 

二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
九
日
第
一
審
裁
判
部
第
七
法
廷
判

決 (Bem
ba et al., ICC-01/05-01/13), para. 29

）
も
あ
る
。

（
122
）　

な
お
、
後
藤
（
前
掲
注
31
・
亜
細
亜
法
学
五
〇
巻
一
号
）
二
一
（
一
七
〇
）
頁
お
よ
びW

erle/Burghardt, supra note 37, 
pp. 306, 311-313

も
参
照
。

（
123
）　

オ
ス
テ
ン
（
前
掲
注
37
）
四
九
五
頁
。
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（
124
）　

同
右
。

（
125
）　Claus K

reß, Cluas Roxins Lehre von der O
rganisationsherrschaft und das V

ölkerstrafrecht, Goltdam
m

erʼs 
A

rchiv für Strafrecht 2006, S. 308.


